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一
　

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
は
、
椙
山
正
弌
・
今
子
夫
妻
の
手
で
開
設
さ
れ

た
、
名
古
屋
裁
縫
女
学
校
を
母
体
と
す
る
椙
山
女
学
園
の
創
立
一
一
〇
周
年
に
あ

た
る
。
同
年
十
一
月
七
日
に
椙
山
女
学
園
同
窓
会
（
篠
崎
桂
子
会
長
）
は
椙
山
女

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
同
窓
会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
（
な
お
、
本
同
窓
会

は
五
年
ご
と
に
実
施
）。
国
外
か
ら
参
加
の
二
名
を
加
え
全
国
各
地
か
ら
参
集
し

た
四
百
名
余
の
同
窓
生
（
最
高
齢
は
九
十
二
歳
）
が
、
学
園
長
、
理
事
長
、
学
園

顧
問
を
始
め
と
す
る
来
賓
各
位
と
と
も
に
祝
賀
の
式
典
・
昼
食
会
を
通
し
て
そ
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
ま
た
今
後
の
発
展
を
祈
念
し
た
。
筆
者
の
椙
山
美
恵
子
は
学

園
顧
問
・
椙
山
歴
史
文
化
館
館
長
と
し
て
、
大
森
隆
子
は
椙
山
女
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
と
し
て
同
会
に
出
席
し
た
。
参
加
者
は
各
期
ご
と
に
円
形
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
着
座
し
、
旧
交
を
あ
た
た
め
た
。
会
の
終
了
時
に
歌
わ
れ
た
学
園
歌

に
は
、
学
園
を
敬
愛
す
る
心
が
満
ち
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
園
の
創
立
者
椙
山
正
弌
・
今
子
夫
妻
に
つ
い
て
、
椙
山
歴
史

文
化
館
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
椙
山
正
弌
の
略
歴
に
は
、

　
　
　

明
治
十
二
年
岐
阜
県
に
生
ま
れ
る
。
女
子
教
育
を
志
し
、
裁
縫
教
育
先
駆

け
の
東
京
裁
縫
女
学
校
（
現
、
東
京
家
政
大
学
）
の
入
学
を
希
望
す
る
が
、

男
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
入
学
を
断
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
熱
意
が
認
め
ら

れ
て
校
長
渡
邊
辰
五
郎
の
門
下
生
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
に
は
、
妻
・

椙
山
今
子
と
共
に
名
古
屋
裁
縫
女
学
校
を
設
立
し
初
代
校
長
と
な
）
1
（

る
。

と
あ
る
。
ま
た
「
椙
山
歴
史
文
化
館
ガ
イ
ド
」
に
は
、

資
料（D

ata

）

椙
山
今
子
像
の
研
究
資
料
│
│
椙
山
女
学
園
創
立
者
の
一
人
と
し
て
│
│
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修
行
時
代
、
正
弌
は
東
京
裁
縫
女
学
校
で
、
同
じ
志
を
持
ち
、
ま
た
故
郷

を
同
じ
く
す
る
同
窓
生
・
中
村
今
子
と
出
会
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
三
十

八
年
（
一
九
〇
五
）、
妻
と
な
っ
た
今
子
と
共
に
生
徒
九
十
名
、
教
職
員
三

 

名
か
ら
成
る
名
古
屋
裁
縫
女
学
校
（
椙
山
女
学
園
の
前
身
）
の
開
設
を
実
現

さ
せ
ま
し
）
2
（

た
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
岐
阜
県
出
身
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
女
学
校
（
裁

縫
女
学
校
）
の
開
設
と
い
う
志
を
抱
い
て
東
京
へ
遊
学
し
た
。
そ
の
地
で
、
志
を

共
に
す
る
同
窓
生
と
い
う
縁
を
持
ち
、
学
校
開
設
へ
と
至
っ
た
。
こ
れ
を
裏
付
け

す
る
資
料
と
し
て
、
東
京
家
政
大
学
博
物
館
内
の
「
卒
業
生
が
創
立
し
、
経
営

し
、
現
存
す
る
学
校
（
平
成
十
八
年
十
月
現
在
）」
一
覧
（
三
十
一
校
）
の
中
に
、

　
　

椙
山
女
学
園
（
名
古
屋
市
）

　
　

椙
山
正
弌　

創
設
者

　
　

椙
山
今
（
明
治
三
十
六
年
本
科
卒
）
創
設
者

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
は
、
正
弌
氏

以
外
は
全
員
女
性
で
あ
る
。
正
弌
氏
は
例
外
と
し
て
校
長
の
門
下
生
と
な
っ
て
学

修
が
許
可
さ
れ
、
卒
業
式
に
も
出
席
し
た
が
、
卒
業
生
と
し
て
の
正
式
な
扱
い
は

さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
椙
山
女
学
園
に
お
い
て
も
、
出
身
校
に
お
い
て
も
、
明
治
期
の
学

校
創
設
者
と
し
て
夫
と
共
に
、
世
間
に
認
知
さ
れ
て
い
る
今
子
夫
人
で
あ
る
が
、

創
設
後
は
時
代
の
影
響
か
、
も
し
く
は
夫
人
の
奥
ゆ
か
し
い
性
格
の
せ
い
か
、
表

立
っ
た
活
躍
が
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
や
論
考
の
整

理
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
が
精
力
的
に
学
園
発
展
の
た
め
に
活
動
さ
れ
、
発

言
や
論
考
等
で
学
園
内
外
に
活
発
に
発
信
さ
れ
、
業
績
の
集
積
や
評
価
も
な
さ
れ

て
い
る
正
弌
氏
と
は
全
く
異
な
っ
た
歩
み
を
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
創
設
に

あ
た
り
大
い
に
尽
力
し
、
ま
た
創
設
期
は
裁
縫
科
教
員
と
し
て
、
ま
た
寮
生
の
寮

母
と
し
て
生
活
の
全
て
を
捧
げ
た
夫
人
に
つ
い
て
、
明
治
期
の
女
性
の
活
躍
に
新

な
光
が
当
て
始
め
ら
れ
た
今
日
、
学
園
関
係
者
と
し
て
も
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
夫
人
の
女
性
と
し
て
の
女
子
教
育
に
対
す
る
志
は
、
正
弌
氏
の
そ
れ
と
一

致
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
多
少
異
な
る
考
え
や
志
を
抱
か
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
視
座
に
立
っ
て
足
跡
を
探
索
し
、
今
日
の
椙
山

女
学
園
の
理
念
・
精
神
の
形
成
に
今
子
夫
人
は
ど
の
よ
う
に
寄
与
さ
れ
た
の
か
を

解
明
し
た
い
と
考
え
る
。
今
年
度
は
、
基
礎
資
料
の
集
積
と
提
示
と
い
う
観
点
か

ら
、
学
園
機
関
誌
で
あ
る
『
糸
櫻
』、『
糸
菊
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
整
理
を

行
っ
た
。

二
　

椙
山
今
子
研
究
に
つ
い
て

　

今
子
夫
人
に
関
す
る
論
述
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
る
。
貴
重
な
記
述

の
一
つ
が
、『
私
学
人
椙
山
正
）
3
（
弌
』
中
の
「
夜
明
け
前
」
の
章
の
高
砂
や
！
（
ご

成
婚
） ＝
錦
の
帰
京
、
を
中
心
と
す
る
箇
所
で
、
経
歴
、
出
身
、
親
族
の
紹
介
、

本
人
の
志
等
に
つ
い
て
触
れ
て
あ
る
。
そ
の
中
で
、
出
身
の
中
村
家
が
今
子
夫
人



（
三
）

248

椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 9　2016年

の
遊
学
を
支
援
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
姉
上
の
ご
縁
先
も
学
校
の
設
立
・
発
展
に
あ

た
っ
て
物
心
両
面
か
ら
惜
し
み
な
い
援
助
を
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
何
よ
り
今
子
夫
人
の
存
在
に
つ
い
て
、「
今
子
先
生
は
ご
上
京
の
前
は
岐
阜

女
子
師
範
ご
出
身
で
も
あ
っ
て
教
育
畑
に
育
っ
た
方
、
椙
山
経
営
に
あ
た
っ
て
は

夫
正
弌
先
生
と
共
に
親
し
く
教
壇
に
も
立
た
れ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ま
た

日
々
の
教
科
外
に
は
寮
母
と
し
て
文
字
通
り
母
親
に
代
わ
っ
て
多
く
の
寮
生
を
預

か
り
、
正
弌
先
生
と
は
琴
瑟
相
和
し
て
学
園
の
発
展
に
お
尽
く
し
下
さ
っ
た
こ
と

は
椙
山
を
識
る
人
の
等
し
く
崇
敬
す
る
と
こ
ろ
で
あ
）
4
（
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
裁
縫
科
の
教
員
と
し
て
、
ま
た
寮
母
と
し
て
生
活
全
般
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
る
な
ど
、
創
設
期
の
学
校
の
基
盤
作
り
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
以
上
の
業
績
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

　

西
脇
明
美
は
「
岐
阜
県
に
お
け
る
女
子
中
等
教
育
事
情
の
一
考
）
5
（
察
」
に
お
い

て
、
明
治
初
期
の
岐
阜
県
の
女
子
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
特
に

県
内
の
女
学
校
不
在
期
間
（
明
治
二
十
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
ま
で
）
に
好
学
の

女
子
が
京
都
、
東
京
、
愛
知
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
学
校
を
求
め
て
遊
学
し
た
者
に

つ
い
て
追
跡
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
東
京
の
「
東
京
裁
縫
女
学
校
」
で
学
び
、
東

海
地
区
に
女
学
校
を
創
立
し
た
六
人
の
一
人
と
し
て
今
子
夫
人
を
挙
げ
て
い
る
。

以
下
引
用
す
る
と
、

　
　

椙
山
正
弌
・
椙
山
今
子

　
　
　

正
弌
は
明
治
十
二
年
生
ま
れ
。
武
儀
郡
上
有
知
村
（
現
、
美
濃
市
）
出

身
。
小
学
校
教
員
、「
県
教
育
界
誌
」
編
集
員
を
経
て
上
京
。
男
性
で
あ
る

た
め
特
例
と
し
て
同
校
へ
の
入
学
を
許
可
さ
れ
、
同
三
十
八
年
卒
業
。
そ
の

後
同
窓
の
中
村
今
子
（
加
茂
郡
加
治
田
村
出
身
）
と
結
婚
。
相
携
え
て
帰
郷

し
、
同
三
十
八
年
に
「
名
古
屋
裁
縫
女
学
校
」（
現
、
椙
山
女
学
園
）
を
名

古
屋
市
に
開
校
。

と
あ
る
。「
東
京
裁
縫
女
学
校
」
の
開
設
者
渡
邊
辰
五
郎
の
人
間
性
育
成
に
ま
で

視
点
を
持
つ
裁
縫
教
育
の
教
育
理
念
や
目
的
、
方
法
を
具
現
化
し
た
一
人
と
し
て

押
さ
え
て
い
る
。

三
　

『
糸
櫻
』、『
糸
菊
』
に
つ
い
て

　

本
稿
で
資
料
の
検
証
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
『
糸
櫻
』、『
糸
菊
』
は
本
学
園

の
機
関
誌
で
あ
る
。「
椙
山
歴
史
文
化
館
ガ
イ
ド
」
に
よ
れ
ば
、『
糸
菊
』
は
、
百

年
を
越
え
て
学
園
の
歴
史
を
記
録
し
続
け
て
い
る
学
園
発
行
の
年
誌
で
あ
る
。
現

在
の
年
誌
名
『
糸
菊
』
の
前
身
は
『
糸
櫻
』
と
い
い
、
本
学
園
開
校
の
翌
年
明
治

三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
第
一
号
が
当
時
の
教
職
員
、
生
徒
、
卒
業
生
で
構
成

さ
れ
た
「
和
風
会
」
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
名
の
由
来
は
、
学
園
内
の
し

だ
れ
桜
（
糸
櫻
）
と
裁
縫
に
欠
か
せ
な
い
糸
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
『
糸
菊
』
へ
と
改
名
さ
れ
た
の
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
で
あ
り
、
そ

の
理
由
は
大
正
天
皇
と
皇
太
后
が
名
古
屋
に
宿
泊
さ
れ
た
折
り
、
本
校
生
徒
が
献

上
し
た
「
糸
菊
の
手
芸
の
造
花
」
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
だ
。
昭
和
十
九
（
一
九
四

四
）
年
か
ら
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
の
間
は
戦
争
の
た
め
休
刊
し
、
復
刊
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後
は
毎
年
刊
行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
Ａ
５
判
二
百
数
十
頁
ほ
ど
の
構
成
で
、
毎
号
、
表
紙
絵
に
生
徒
・
学
生

の
作
品
（
絵
画
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
内
容
は
巻
頭
言
、
特

集
、
説
苑
、
学
園
を
構
成
す
る
各
学
校
、
学
園
、
事
務
局
、
同
窓
会
、
学
園
デ
ー

タ
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
学
園
活
動
の
一
年
を
紹
介
し
、
統
括
す
る
年
誌
と
な
っ
て

い
る
。
毎
年
度
各
機
関
代
表
者
に
よ
る
編
集
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
編
集
委
員
会

事
務
局
（
委
員
長
は
学
園
事
務
局
長
、
企
画
広
報
課
）
の
手
で
、
編
集
・
発
行
さ

れ
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
度
に
関
し
て
は
発
行
部
数
一
二
、六
〇
〇
部
。
配
布

先
は
、
全
教
職
員
、
旧
教
職
員
（
退
職
後
十
年
間
）、
全
学
生
・
生
徒
・
児
童
・

園
児
、
同
窓
会
関
係
者
で
あ
る
。

四
　

  

資
料
　

『
糸
櫻
』、『
糸
菊
』
に
掲
載
さ
れ
た
椙
山
今
子

に
関
す
る
関
係
記
事

　

椙
山
歴
史
文
化
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
糸
櫻
』『
糸
菊
』
に
お
け
る
椙
山
今

子
先
生
の
文
は
、
学
校
創
設
後
の
明
治
三
十
九
年
と
明
治
四
十
年
に
集
中
し
て
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
は
見
当
ら
な
い
。
記
事
は
論
説
、
裁
縫
、
詩
歌
、

生
徒
の
文
か
ら
成
り
、
女
子
教
育
、
女
子
の
職
業
教
育
に
関
す
る
今
子
先
生
の
識

見
、
裁
縫
の
授
業
内
容
や
方
法
、
専
門
知
識
、
折
り
折
り
の
所
感
（
詩
・
歌
）
な

ど
で
あ
る
。
今
子
先
生
に
触
れ
た
生
徒
の
記
録
や
日
記
文
か
ら
は
、
先
生
の
お
人

柄
や
指
導
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。（
な
お
、
以
下
の
資
料
は
間
違
い
と
思
わ
れ

る
箇
所
も
含
め
て
で
き
る
だ
け
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
た
）

今
子
先
生
の
文

會
員
諸
讓
（
マ
マ
）に

望
む 

椙　

山　

今　

子

光
陰
矢
の
如
し
、
日
往
き
月
來
り
、
我
校
開
設
以
來
早
や
一
年
に
垂
な
む
と
し
、

卒
業
生
も
や
う
〳
〵
に
出
で
來
ぬ
、
香
り
床
し
き
梅
の
花
の
盛
り
の
頃
、
紀
元
節

て
ふ
こ
の
目
出
度
大
佳
節
に
於
て
、
同
窓
の
交
誼
を
温
む
る
機
關
雜
誌
「
糸
櫻
」

は
い
よ
〳
〵
發
刑
（
刋
ヵ
）す
る
事
と
は
な
り
ぬ
、
さ
れ
ば
何
か
一
こ
と
も
の
し
た
く
思
ひ

は
べ
れ
ど
、
も
と
よ
り
い
と
拙
き
身
に
て
、
文
か
く
道
も
知
ら
ず
又
世
の
理
も
わ

き
ま
へ
ず
、
殊
に
事
繁
き
身
に
て
筆
と
る
暇い
と
まも

な
け
れ
ば
、
只
ひ
と
こ
と
を
の
み

書
き
記
し
置
か
ん
と
す
、
開
け
行
く
御
代
に
生
れ
給
ひ
し
諸
孃
こ
そ
實
に
幸
福
な

れ
、
日
々
技
術
を
練
磨
し
學
び
の
道
に
い
そ
し
み
給
ふ
は
世
の
爲
め
國
の
爲
め
よ

ろ
こ
ば
し
き
限
り
ぞ
か
し
。

近
頃
の
女
子
の
有
樣
を
見
る
に
少
し
く
、
も
の
學
び
し
た
ら
ん
人
は
、
多
く
一
生

を
獨
り
身
に
て
過
ぎ
ん
事
を
思
ひ
、
あ
る
は
男
女
同
權
を
口
に
し
、
其
性
の
た
が

ふ
も
忘
れ
て
、
男
子
と
同
じ
事
を
つ
か
さ
ど
ら
ん
こ
と
を
ね
が
ひ
、
女
子
に
似
氣

な
き
行
を
も
、
敢
て
な
し
、
以
て
得
々
た
る
も
の
多
き
は
か
へ
す
〳
〵
す
も
な
げ

か
は
し
き
事
に
あ
ら
ず
や
、
凡
そ
女
子
た
る
も
の
は
柔
順
温
和
に
し
て
何
事
も
あ

ら
〳
〵
し
き
行
あ
る
事
な
く
家
に
あ
り
て
は
よ
ろ
づ
ま
め
や
か
に
、
父
母
に
つ
か

へ
嫁
し
て
は
舅
姑
を
敬
ひ
、
夫
を
た
す
け
、
よ
く
家
を
と
ゝ
の
へ
、
よ
く
そ
の
子

を
敎
へ
育
つ
る
を
こ
そ
女
子
の
本
分
と
は
云
ふ
べ
け
れ
、
我
親
愛
な
る
會
員
諸
孃

幸
に
ま
す
〳
〵
つ
と
め
い
そ
し
み
、
そ
の
學
び
得
た
る
所
を
よ
く
活
用
し
、
家
を

と
ゝ
の
へ
世
を
益
し
、
以
て
女
子
と
し
て
の
本
分
を
完
う
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む



（
五
）

246

椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 9　2016年

 

（
糸
櫻　

第
壱
號　

明
治
三
十
九
年
二
月
十
一
日
発
行　

論
説
）

婦
人
と
職
業 

椙　

山　

今　

子

近
來
我
邦
に
も
女
子
の
職
業
敎
育
が
、
大
層
勃
興
い
た
し
ま
し
て
東
部
に
於
け
る

幾
萬
の
女
學
生
中
職
業
敎
育
を
以
て
目
的
と
せ
る
各
種
の
技
藝
學
校
に
通
學
せ
る

も
の
が
、
最
も
多
き
を
占
め
つ
ゝ
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
大
に
注
意
す
べ
き
こ
と

で
あ
り
ま
す
、
凡
そ
人
間
は
資
産
の
あ
る
人
も
無
い
人
も
貴
い
人
も
賤
し
い
人
も

苟
も
世
に
生
れ
出
で
た
る
以
上
は
、
義
務
と
し
て
夫
れ
相
應
に
職
業
を
營
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
職
業
は
唯
だ
衣
食
の
資
を
得
る
爲
に
必
要
な
の
で
は
な
い
、

又
單
に
收
入
を
多
く
し
て
財
を
增
殖
せ
し
む
る
た
め
に
營
む
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
若
し
唯
だ
衣
食
を
求
む
る
が
爲
に
職
業
を
要
す
る
と
か
又
單
に
財
を
增
殖
せ

し
む
る
の
が
職
業
の
目
的
で
あ
る
の
な
ら
ば
資
産
の
あ
る
も
の
や
資
産
の
增
殖
を

希
は
ぬ
も
の
は
無
職
を
當
然
と
す
る
譯
で
あ
り
ま
す
、
人
の
職
業
に
は
是
等
の
目

的
以
外
に
實
に
貴
い
意
味
を
持
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す

試
に
近
郊
に
杖
を
曳
い
て
四
方
の
田
園
の
景
色
を
眺
め
て
御
覽
な
さ
い
、
我
々
の

同
胞
が
鍬
を
取
り
鋤
を
手
に
し
て
如
何
に
孜
々
と
し
て
其
業
を
執
つ
て
居
る
か
、

朝
は
星
を
戴
い
て
出
で
夕
は
月
を
踏
ん
で
歸
り
て
も
な
ほ
且
つ
足
れ
り
と
せ
ず
、

夜
は
更
に
家
に
在
り
て
他
の
仕
事
に
從
事
す
る
と
い
ふ
有
樣
で
あ
り
ま
す
。
之
を

見
て
我
々
が
獨
り
終
日
何
の
爲
す
こ
と
も
な
く
飽
食
暖
衣
貴
重
の
光
陰
を
徒
費
し

て
、
ど
う
し
て
心
に
愧
ぢ
ず
に
居
ら
れ
ま
せ
う
か
我
々
が
每
日
用
ふ
る
器
具
調
度

は
一
つ
と
し
て
多
く
の
人
々
の
額
に
汗
し
て
作
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
、
然
る
に

自
分
獨
り
何
等
社
會
に
貢
獻
す
る
こ
と
な
く
空
し
く
之
を
消
費
し
て
ど
う
し
て
忍

び
ざ
る
の
感
が
起
ら
ず
に
居
ら
れ
ま
せ
う
か
、
た
と
ひ
家
に
多
大
の
資
産
が
あ
る

と
し
て
も
今
日
衣
食
に
窮
し
な
い
か
ら
と
い
つ
て
も
無
職
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
社

會
國
家
に
對
し
て
何
の
面
目
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
、
さ
れ
ば
人
は
貴
賤
貧
富
に
依
ら

ず
必
ず
相
應
の
職
を
求
め
て
之
に
從
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

我
邦
古
來
勞
働
を
卑
し
む
風
習
が
あ
り
ま
し
て
婦
女
子
な
ど
の
家
庭
に
在
り
て
内

職
す
る
こ
と
等
を
愧
ぢ
る
樣
な
習
慣
が
ご
ざ
い
ま
し
て
中
流
以
上
の
家
に
生
れ
た

る
女
子
等
は
何
等
の
技
能
を
持
た
な
い
も
の
が
多
い
と
い
ふ
の
は
如
何
に
も
悲
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
ど
う
か
斯
う
い
ふ
風
習
を
一
日
も
早
く
打
破
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す

然
し
て
右
の
如
き
陋
習
を
一
日
も
早
く
打
破
す
る
と
同
時
に
我
邦
中
流
以
上
の
婦

人
に
適
應
せ
る
職
業
を
開
拓
せ
る
こ
と
は
今
日
の
急
務
で
あ
り
ま
す
、
裁
縫
、
造

花
、
編
物
、
刺
繍
等
が
近
來
大
に
發
逹
普
及
し
て
之
等
の
要
求
に
應
ぜ
ん
と
し

つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
最
も
慶
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
併
し
な
が
ら
是
等
諸
種
の

技
藝
に
關
し
て
は
な
ほ
硏
究
の
餘
地
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
ど
う
か
諸

孃
と
供
に
今
後
益
々
硏
究
し
て
大
に
婦
人
の
職
業
を
開
柘
（
拓
ヵ
）し

世
の
爲
め
國
の
爲
め

に
い
さ
ゝ
か
な
り
と
も
貢
獻
し
た
い
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す

 

（
糸
櫻　

第
参
號　

明
治
三
十
九
年
十
一
月
発
行　

論
説
）

糸
櫻
第
三
號
發
刋
に
臨
み
て 

椙　

山　

今　

子

志
あ
ひ
た
ら
む
友
ど
ち
打
つ
ど
ひ
て
、
野
に
遊
び
山
に
登
る
は
樂
し
き
こ
と
な

り
、
さ
れ
ど
獨
り
居
て
文
机
に
打
む
か
ひ
、
書
讀
む
亦
い
と
う
れ
し
、
家
の
中
に

居
て
も
、
世
界
の
事
を
知
り
、
萬
の
事
の
理
り
を
悟
り
、
千
早
や
振
る
神
代
の
昔
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の
事
を
知
り
得
て
、
書
籍
を
友
と
す
る
ほ
ど
た
の
し
く
益
多
き
は
あ
ら
じ
か
し
、

殊
に
同
じ
敎
の
庭
同
じ
學
び
の
窓
に
朝
な
夕
な
苦
樂
を
と
も
に
せ
し
、
諸
孃
等
の

も
の
せ
ら
れ
た
る
文
ど
も
い
と
多
く
蒐
め
て
編
め
る
こ
の
糸
櫻
こ
そ
、
讀
む
度
每

に
昔
の
友
の
忍
ば
れ
て
此
上
も
な
き
好
紀
念
な
れ
、
糸
櫻
は
號
を
追
ひ
て
ま
す

〳
〵
善
き
に
改
め
ら
れ
、
な
ほ
幾
千
代
か
け
て
榮
え
往
か
む
と
す
、
親
愛
な
る
會

員
諸
孃
等
業
卒
へ
た
ま
ひ
て
や
が
て
家
庭
に
歸
ら
れ
な
ば
、
な
す
べ
き
事
も
繁
か

ら
む
、
さ
れ
ど
年
に
三
度
發
刋
の
糸
櫻
其
號
每
に
、
孃
等
が
消
息
を
誌
上
に
洩
し

て
舊
友
を
温
め
新
し
き
友
を
も
迎
へ
た
ま
へ
か
し
、
是
れ
我
が
切
望
に
絶
へ
ざ
る

所
な
り
。 

（
糸
櫻　

第
参
號　

明
治
三
十
九
年
十
一
月
発
行　

論
説
）

理
想 

椙　

山　

今　

子

今
度
本
會
で
吾
が
理
想
と
い
ふ
懸
賞
論
文
が
募
ら
れ
ま
し
た
が
應
じ
た
る
人
は
僅

か
に
數
人
に
過
ぎ
な
か
つ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
、
が
皆
さ
ん
は
理
想
が
な
い
の
か

果
た
又
御
遠
慮
な
す
つ
た
の
か
私
は
皆
さ
ん
に
は
夫
れ
相
應
に
理
想
を
持
つ
て
い

ら
つ
し
や
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
品
性
を
修
養
す
る
に
は
種
々
な
る
方
法
が
ご
ざ
い

ま
す
が
第
一
に
必
要
な
こ
と
は
現
在
の
狀
態
よ
り
も
更
に
一
步
進
ん
だ
狀
態
に
立

ち
至
ら
ん
と
す
る
念
を
持
つ
こ
と
が
肝
要
で
ご
ざ
い
ま
す
苟
も
品
性
を
修
養
せ
ん

と
欲
す
る
も
の
は
常
に
心
に
反
省
し
て
自
己
の
欠
点
を
知
り
短
所
を
認
め
努
め
て

之
を
改
め
之
を
矯
正
し
て
行
き
良
好
完
美
の
域
に
逹
せ
ん
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
若
し
現
在
の
狀
態
を
以
て
滿
足
し
自
分
の
行
爲
を
以
て
非
難
す
べ
き

点
は
な
い
も
の
だ
と
信
じ
て
何
等
の
改
善
進
步
を
企
て
な
か
つ
た
ら
ば
品
性
の
修

養
は
遂
に
期
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
存
じ
ま
す

斯
く
現
在
の
狀
態
に
甘
ん
ぜ
ず
更
に
良
好
の
域
に
進
ま
う
完
美
の
点
に
逹
し
よ
う

と
望
む
の
を
ば
之
を
名
け
て
理
想
と
申
し
ま
す
理
想
は
實
に
吾
人
を
導
く
標
準
で

ご
ざ
い
ま
す
吾
々
は
こ
の
理
想
が
あ
つ
て
こ
そ
日
々
慰
藉
を
與
へ
ら
れ
奬
勵
を
加

へ
ら
れ
奮
發
心
も
出
來
る
の
で
あ
つ
て
若
し
何
等
の
理
想
も
な
か
つ
た
ら
ば
徒
に

慾
望
本
能
等
に
支
配
せ
ら
れ
高
尙
な
る
品
性
を
修
養
す
る
等
の
こ
と
は
望
み
難
き

は
勿
論
頗
る
意
味
な
き
生
活
を
營
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
理
想
は
須
く

高
い
が
良
い
と
存
じ
ま
す
併
し
な
が
ら
徒
ら
に
高
き
に
失
し
て
空
想
と
な
つ
て
は

な
り
ま
せ
ぬ
吾
々
の
理
想
は
他
日
必
ず
實
現
せ
ら
る
べ
き
希
望
あ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
而
し
て
そ
の
理
想
に
向
て
之
に
到
逹
せ
ん
と
し
て
奮
勵
す
る
の

で
あ
り
ま
す
古
今
の
烈
女
傳
を
讀
み
て
は
そ
の
人
と
爲
り
を
景
仰
し
淑
德
あ
る
婦

人
を
見
て
は
そ
の
高
風
を
欽
慕
し
常
に
心
を
用
ひ
て
已
れ
の
人
格
を
完
全
の
域
に

進
め
已
の
持
て
る
理
想
を
し
て
空
想
に
終
ら
し
む
る
こ
と
な
く
必
ず
之
を
實
現
せ

し
む
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
斯
の
如
く
人
々
互
に
人
格
を
完
成
し
て

社
會
の
福
祉
安
寧
を
得
る
に
至
ら
ば
是
れ
實
に
善
美
の
極
度
で
あ
つ
て
人
間
最
終

の
目
的
で
あ
り
ま
す

 

（
糸
櫻　

第
貳
卷
第
貳
號　

明
治
四
十
年
六
月
二
十
日
発
行　

論
説
）

十
二
單
に
就
て 

椙　

山　

今　

子

衣
服
の
お
話
に
就
て
は
既
に
諸
先
生
方
の
御
高
說
が
書
籍
や
雜
誌
な
ど
に
揭
載
せ

ら
れ
て
居
り
ま
す
か
ら
皆
樣
も
よ
く
御
承
知
で
御
座
い
ま
せ
う
が
十
二
單
の
事
に

就
て
唯
記
憶
に
存
す
る
所
を
臚
列
し
て
御
參
考
に
供
し
よ
う
と
思
ひ
ま
す

十
二
單
と
は
單
、
内
着
、
五
ッ
衣
、（
即
チ
五
枚
）
表
着
、
唐
衣
裳
、
掛
帶
、
緋
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の
袴
の
總
稱
で
あ
り
ま
し
て
斯
樣
に
十
二
重
子（
ね
）る
か
ら
十
二
單
と
申
し
ま
す
る
の

で
御
座
い
ま
す
其
地
質
は
單
は
緋
の
精
好
又
は
白
精
好
、
内
着
、
五
ッ
衣
、
表

着
、
唐
衣
等
は
表
は
上
等
に
な
る
と
定
紋
を
織
り
出
し
て
色
は
一
定
し
て
居
り
ま

せ
ん
で
其
人
の
年
齡
又
は
好
み
に
よ
つ
て
樣
々
の
が
あ
り
ま
す
裳
は
白
精
好
に
て

典
侍
は
桐
に
鳳
凰
の
模
樣
を
畫
き
そ
れ
以
下
は
桐
に
鳳
凰
の
み
で
は
用
ひ
ら
れ
ぬ

故
竹
を
畫
く
と
か
又
は
波
に
松
な
ど
の
模
樣
を
畫
く
の
で
あ
り
ま
す
緋
の
袴
の
地

質
は
表
は
緋
の
精
好
又
は
緋
の
羽
二
重
に
て
裏
は
ナ
オ
リ
紅も

絹み

を
用
ひ
ま
す
此
を

着
す
る
順
序
は
始
に
白
の
襦
袢
を
着
て
次
に
白
小
袖
を
着
し
幅
二
寸
五
分
丈
一
丈

位
の
白
羽
二
重
の
帶
を
締
め
ま
す
此
時
の
白
小
袖
の
地
質
は
白
羽
二
重
又
は
白
倫

子
等
に
て
期
節
に
よ
り
一
枚
着
る
事
も
二
枚
着
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
次
に
緋
の
袴

を
着
け
紐
は
右
に
て
結
び
次
に
單
内
着
五
ッ
衣
、
表
着
、
都
合
八
枚
は
衿
を
一
そ

く
に
合
せ
て
着
し
其
上
に
唐
衣
を
着
け
次
に
後
に
裳
を
着
け
裳
の
引
帶
は
後
に
て

結
ん
で
お
き
ま
す
又
足
に
は
襪
シ
タ
ウ
ヅ（
靴
の
下
に
着
す
る
足
袋
な
り
）
を
履
き
緋
の
精

好
に
製
し
た
る
花
沓
を
履
く
ま
た
檜
扇
を
手
に
持
ち
懷
中
に
は
帖タ
ト
ー
ガ
ミ

紙
を
入
れ
て
お

く
の
で
あ
り
ま
す
昔
は
此
十
二
單
は
武
家
な
ど
で
は
用
ひ
る
こ
と
が
出
來
ま
せ
ん

で
し
た
が
德
川
家
に
て
は
十
四
代
目
の
時
（
文
久
元
年
）
今
の
天
皇
陛
下
の
叔
母

君
に
あ
た
ら
せ
ら
る
ヽ
御
方
が
御
腰
入
れ
遊
ば
し
て
よ
り
德
川
の
大
奧
に
て
は
十

二
單
を
着
す
る
格
式
に
な
つ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
然
る
を
明
治
十
七
年
伊
藤
博

文
侯
總
理
大
臣
と
な
る
や
我
國
男
女
の
制
服
を
定
め
十
二
單
は
勅
任
官
以
上
の
婦

人
の
禮
服
と
な
り
ま
し
た
か
ら
今
は
其
の
家
長
が
勅
任
官
な
ら
ば
其
夫
人
並
に
令

孃
等
は
十
二
單
を
着
る
事
が
出
來
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

さ
れ
ど
此
十
二
單
な
ど
を
一
通
り
調
製
せ
ん
と
せ
ば
中
々
多
額
の
金
子
を
要
す
る

の
み
な
ら
ず
動
作
に
も
不
自
由
で
あ
り
ま
す
か
ら
代
り
に
洋
服
を
用
ふ
る
方
が
萬

事
に
就
て
經
濟
で
あ
り
升

　
　

表
着
仕
立
寸
法

　
　

袖
丈
二
尺　

袖
巾
一
尺　

袖
口
の

二
分
に
て
濶
袖　

袖
付
九
寸
五
分　

身

丈
四
尺
六
寸
五
分　

行
二
尺
二
分　

衿
肩
三
寸
五
分
裁
切　

身
八
ッ
口
六
寸　

衽
下
リ
三
寸
五
分　

褄
下
二
尺
八
寸　

衿
巾
表
三
寸
六
分
に
て
裏
衿
を
表
に

二
分
フ
カ
ス　

身
幅
後
一
尺
二
分

前
一
尺
二
分
抱
巾
七
寸
五
分　

衽
巾
六
寸
五
分　

相
褄

巾
五
寸

五
ッ
衣

袖
丈
は
上
着
よ
り
も
三
分
つ
め
袖
巾
は
同
樣
に
い
た
し
ま
す　

身
丈
は
四
尺
七
寸

五
分
に
て
五
枚
共
一
分
づ
ヽ
つ
め
ま
す
褄
下
二
尺
九
寸
に
て
衿
丈
は
表
着
と
同
樣

で
あ
り
ま
す
行
丈
及
び

は
表
着
と
同
樣
で
あ
り
ま
す

内
着
の
寸
法

身
巾
行
及
び

等
凡
べ
て
五
ッ
衣
と
同
樣
に
て
唯
身
丈
を
一
寸
長
く
い
た
し
ま
す

褄
下
三
尺
に
て
衿
丈
は
五
ッ
衣
と
合
ふ
や
う
に
致
し
ま
す

單
衣
の
寸
法

袖
巾
は
内
着
よ
り
も
一
寸
廣
く
袖
丈
は
三
分
詰
め
ま
す

身
丈
は
内
着
よ
り
一
寸
長
く
い
た
し
ま
す
故
に
褄
下
も
一
寸
長
く
し
衿
丈
を
内
着

と
揃
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
其
他
の
寸
法
は
内
着
と
同
樣
で
あ
り
ま
す
而
し
て
此
れ

は
裏
の
付
か
ぬ
も
の
で
す
か
ら
袖
口
褄
下
衿
先
口
な
ど
は
皆
捻
絎
に
致
し
ま
す

（
以
上
の
裁
方
は
普
通
衣
服
と
同
樣
な
れ
ば
略
す
又
縫
方
も
表

着
、
内
着
、
五
ツ
衣
、
等
は
袷
の
縫
方
と
同
樣
な
れ
ば
略
す
）

唐
衣
を
仕
立
つ
る
寸
法
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後
丈
一
尺
二
寸
五
分　

前
丈
二
尺
二
寸
前
丈
は
袖
丈
と
同
樣
で
あ
り
ま
す
か
ら
實

地
に
仕
立
つ
る
時
は
表
着
の
袖
丈
よ
り
も
三
分
長
く
す
る
の
で
あ
り
ま
す

後
巾
一
尺　

前
巾
六
寸　

袖
巾
六
寸　

袖
口
は
濶
袖
に
て
袖
口
裾
口
及
衿
先
な
ど

裏
を
表
に
二
分
づ
ヽ
ふ
か
せ
ま
す

衿
巾
二
寸
五
分　

袖
付
は
身
丈
殘
ら
ず
付
け
ま
す

巾
一
尺
三
寸
長
さ
一
丈
三
尺
八
寸
の
布
を
以
て
唐
衣
の
裁
方
縫
方
は
袷
に
て
背
は

四
つ
縫
に
し
て
左
右
に
開
い
て
細
く
絎
け
ま
す
袖
下
も
返
し
縫
に
（
四
つ
縫
）
前

後
に
開
い
て
細
く
絎
け
て
お
き
ま
す
衿
を
付
け
る
に
は
表
に
縫
目
を
出
し
て
四
つ

縫
に
付
け
ま
す　
（
以
下
次
號
）

 

（
糸
櫻　

第
貳
卷
第
参
號　

明
治
四
十
年
七
月
二
十
四
日
発
行　

論
説
）

無
垢
比
翼 

椙　

山　

今　

子

　
　
注
意

4

4　

裁
方
綜
合
圖
は
衣
服
裁
方
圖
解
前
編
に
あ
れ
ば
參
照
せ
ら
る
べ
し

裁
切
寸
法

袖
丈
一
尺
七
寸
、
八
ッ
切
一
尺
三
寸
、
袖
口
切
一
尺
五
寸
、
身
丈
四
尺
、
表
裾
丈

一
尺
三
寸
、
裏
裾
丈
一
尺
五
寸
、
表
竪
裙
二
尺
五
寸
、
裏
竪
裙
二
尺
七
寸
、
衿
先

五
寸
、

積　

方

袖
丈

           袖
用
布

    身
丈

                衽
下

1
7

×4

＝6
8　

4
0

×6

－（5.5

×2

）＝2
2
9

身
丈

     衽
下

             衿
衽
地

               袖
用
布

   表
用
布

4
0

－5.5

×2

＝6
9　

2
2
9

＋6
8

＝2
9
7

裏
裾
丈
布
數

  裏
裾
用
布

   下
着
表
裾
丈

  表
裾
用
布

1
5

×8

＝1
2
0　

1
3

×4

＝5
2

表
用
布

  裏
裾
用
布

  表
裾
用
布

  衿
丈　

  裏
竪
裾　

          八
ツ
切

2
9
7

＋1
2
3

＋5
2

＋5
0

＋（2
7

×2

）＋1
3

＋

袖
口
切

              衿
先　

         總
用
布

（1
5

×2

）＋5

×3

＝6
3
4

積　

方

袖
丈
一
尺
七
寸
を
四
倍
し
之
を
袖
の
用
布
と
す
、
身
丈
四
尺
を
六
倍
し
其
内
よ
り

衽
下
り
五
寸
五
分
の
二
倍
を
減
じ
た
る
者
に
袖
の
用
布
六
尺
八
寸
を
加
ふ
れ
ば
二
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丈
九
尺
七
寸
と
な
る
、
之
即
ち
表
の
用
布
な
り
、
身
丈
四
尺
の
内
よ
り
衽
下
五
寸

五
分
を
減
じ
之
を
二
倍
す
れ
ば
衿
衽
地
六
尺
九
寸
と
な
る
、
表
の
用
布
に
裏
裾
丈

一
尺
五
寸
の
八
倍
一
丈
二
尺
と
、
下
着
表
裾
丈
一
尺
三
寸
の
四
倍
五
尺
二
寸
と

に
、
衿
丈
五
尺
、
裏
竪
裾
二
尺
七
寸
の
二
倍
に
、
八
ッ
切
一
尺
三
寸
と
袖
口
切
一

尺
五
寸
の
二
倍
と
衿
先
五
寸
の
三
倍
と
を
加
ふ
れ
ば
六
丈
三
尺
四
寸
と
な
る
之
總

用
布
な
り

裁　

方

綜
合
圖
中
に
示
せ
る
如
く
、
總
尺
の
内
よ
り

袖
丈
の
四
倍
即
ち
六
尺
八
寸
を
裁
切
り
て
、

中
表
に
丈
二
ッ
に
切
り
て
兩
袖
と
な
し
、
次

に
身
頃
の
丈
四
尺
を
四
倍
し
た
る
者
を
取
り

中
表
に
丈
二
ッ
折
に
な
し
、
次
に
又
二
ッ
折

り
て
二
枚
の
輪
を
左
に
衿
肩
を
左
の
方
に
て

手
前
よ
り
向
に
二
寸
五
分
衿
肩
を
明
け
、
次

に
衿
衽
地
六
尺
七
寸
を
裁
切
り
て
、
巾
二
ッ

に
切
り
て
、
一
方
を
丈
二
ッ
に
切
り
て
左
右

の
衽
と
な
す
、
殘
り
の
半
巾
六
尺
九
寸
の
内

よ
り
衿
丈
を
取
り
、
殘
り
を
共
衿
と
な
す
、

次
に
常
巾
に
て
丈
一
尺
五
寸
を
八
枚
取
り
て

二
枚
分
の
裏
裾
廻
し
に
な
し
、
次
に
丈
一
尺

三
寸
を
四
枚
裁
切
り
て
一
枚
分
の
表
裾
廻
し

に
な
し
次
に
衿
丈
五
尺
裁
切
り
て
巾
二
ッ
割

に
な
し
て
一
方
は
衿
と
な
し
、
殘
れ
る
者
を
丈
二
ッ
に
切
り
て
下
着
表
竪
裙
と
な

す
、
次
に
五
尺
四
寸
裁
き
り
て
始
め
巾
二
ッ
に
き
り
次
に
丈
二
ッ
に
き
り
て
上
着

下
着
の
裏
竪
裾
と
な
し
、
次
に
常
巾
一
尺
五
寸
裁
切
り
て
巾
四
ッ
に
切
り
て
上
着

下
着
の
裏
袖
口
に
な
し
、
次
に
二
尺
五
寸
取
り
巾
二
ッ
に
な
し
、
一
方
は
下
着
共

衿
と
し
一
方
の
二
尺
五
寸
の
布
地
よ
り
、
尺
一
尺
五
寸
裁
切
り
て
下
着
表
袖
口
と

な
し
殘
り
を
丈
二
ッ
に
切
り
て
下
着
衿
先
と
な
す
、
次
に
一
尺
三
寸
裁
切
り
て
巾

四
ッ
割
に
な
し
八
ッ
口
切
と
な
し
、
殘
れ
る
常
巾
五
寸
の
者
を
巾
二
ッ
に
切
り
て

上
着
衿
先
と
す

積　

方

袖
丈

            袖
用
布　
身
丈

    裏
裾
週
シ

  二
倍

  胴
繼
縫
代

1
7

×4

＝6
8　

4
0

－1
5

＋2

＋2

＝2
9

胴
裏
丈

                             身
丈　

   衽
下　

 裏
竪
裾

2
9

×4

＝1
1
6　

　

4
0

－5.5
－2

7

＝7.5

        

二
倍

    胴
繼
縫
代
衽
先

         袖
用
布

                   衽
先

1.5

＋2

＋2

＝1
1.5　

　

6
8

＋1
1
6

＋1
1.5

＋

八
ッ
切

  袴
丈

     裏
地
用
布

1
3

＋4
5

＋2
5
3.5

積　

方

袖
丈
一
尺
七
寸
の
四
倍
は
六
尺
八
寸
と
な
る
、
身
丈
四
尺
よ
り
裏
裙
廻
し
丈
一
尺

五
寸
を
減
じ
た
る
者
に
、
裙
の
二
倍
二
寸
と
胴
繼
縫
代
二
寸
を
加
ふ
れ
ば
胴
表
丈

二
尺
九
寸
と
な
る
、
之
を
四
倍
す
れ
ば
一
丈
一
尺
六
寸
と
な
る
、
身
丈
四
尺
よ
り

衽
下
り
五
寸
五
分
と
裏
竪
裙
二
尺
七
寸
と
を
減
じ
其
に

の
二
倍
と
胴
繼
縫
代
二

寸
を
加
ふ
れ
ば
衽
先
一
尺
一
寸
五
分
と
な
る
、
次
に
袖
の
用
布
六
尺
八
寸
と
一
丈

一
尺
六
寸
と
衽
先
一
尺
一
寸
五
分
と
八
ッ
口
切
一
尺
三
寸
衿
丈
四
尺
五
寸
を
加
ふ
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れ
ば
二
丈
五
尺
三
寸
五
分
と
な
る
、
之
れ
裏
の
用
布
な
り

裁　

方

總
尺
の
内
よ
り
袖
丈
の
四
倍
六
尺
八
寸
を
裁
切
り
中
表
二
ッ
に
切
り

て
裏
兩
袖
と
な
す
、
次
に
身
丈
二
尺
九
寸
を
四
倍
し
た
る
者
一
丈
一

尺
六
寸
を
裁
切
り
て
丈
を
中
表
に
二
ッ
に
折
り
又
之
を
二
ッ
に
折
り

て
（
即
ち
四
折
）
二
枚
の
輪
の
方
を
左
に
な
し
て
肩
山
と
す
、
衿
肩

を
衿
山
の
方
に
て
手
前
よ
り
向
に
二
寸
五
分
と
明
け
、
次
に
殘
り
し

布
の
内
よ
り
一
尺
一
寸
五
分
を
裁
切
て
巾
二
ッ
に
切
り
て
衽
先
と
な

す
、
次
に
四
尺
五
寸
を
取
り
之
も
巾
二
ッ
に
切
て
二
枚
分
の
裏
衿
と

な
し
殘
れ
る
一
尺
三
寸
を
巾
四
ッ
割
に
な
し
て
上
着
裏
八
ッ
口
切
り

と
な
す
、
ヒ
ウ
チ
の
切
は
半
巾
四
角
二
枚
を
要
す
（
即
ち
裏
一
枚
と

胴
ヌ
キ
絹
一
枚
）

標
附
方

表
袖
を
出
し
て
普
通
女
綿
入
の
袖
の
標
附
方
と
異
な
る
點
な
け
れ
ば

略
す

裏
袖
を
出
し
て
中
表
に
二
枚
を
二
ッ
に
折
り
輪
に
左
に
な
し
お
き
て
袖
丈
を
表
袖

丈
よ
り
も
一
分
程
短
く
度
り
、
次
に
袖
口
袖
付
及
び
山
印
を
な
し
、
次
に
振
八
ッ

は
縫
巾
の
縫
代
四
分
を
取
り
其
所
に
て
丈
を
二
分
詰
め
、
八
ッ
切
の
出
來
上
り
幅

の
間
に
て
斜
に
印
を
な
す
、
次
に
袖
口
切
を
四
枚
出
し
て
丈
の
輪
を
左
に
置
き
向

に
て
袖
口
の
印
及
左
手
前
に
山
印
を
な
す
、
之
は
上
着
の
裏
袖
口
と
下
着
の
表
袖

と
な
り
表
八
ッ
切
は
袖
の
奧
の
方
に
て
縫
代
二
分
五
厘
と
し
、
口
元
に
て
は
二
分

多
く
し
て
斜
に
印
を
附
く
る
な
り
、
次
に
裏
袖
の
振
明
き
を
度
り
、
其
丈
よ
り
一

分
多
く
袖
付
の
印
を
爲
す
、
上
着
の
裏
八
ッ
口
切
四
枚
に
袖
丈
の
縫
代
二
分
五
厘

を
取
り
、
次
に
振
の
丈
は
表
袖
の
振
の
丈
よ
り
一
分
詰
め
て
袖
付
の
印
を
爲
す
表

見
頃
の
標
の
附
方
は
普
通
女
綿
入
と
同
樣
な
れ
ば
略
す

下
着
表
裾
廻
し
出
し
て
中
表
に
四
枚
の
裾
口
を
よ
く
裁
ち
揃
へ
胴
繼
ぎ
の
縫
代
五

分
位
に
し
て
裾
口
よ
り
丈
を
度
り
丈
印
を
な
し
、
裏
裾
廻
し
八
枚
に
表
裾
廻
よ
り

の
二
倍
丈
を
長
く
す
る
な
り
、
胴
裏
四
ッ
折
に
な
し
た
る
者
を
出
し
て
二
枚
の

輪
を
左
に
、
衿
肩
を
自
分
の
手
前
に
置
き
、
身
丈
よ
り
表
裾
廻
し
丈
を
減
じ
た
る
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者
に

の
出
の
二
倍
を
加
へ
た
る
丈
を
當
り
、
次
に
袖
付
八
ッ
口
及
山
印
を
な

し
、
次
に
衿
肩
の
所
に
て
後
身
頃
を
は
ね
お
き
て
衽
下
を
當
る
、
衽
第
一
に
裏
竪

裾
四
枚
、
次
に
裏
衽
先
二
枚
を
互
に
縫
代
だ
け
重
ね
て
置
き
、
次
に
表
衽
次
に
表

竪
裾
と
順
を
重
ね
、
斯
く
し
て
普
通
の
衽
印
付
方
と
同
じ
く
印
を
な
し
、
袵
先
を

竪
裾
と
の
繼
ぎ
合
す
所
へ
衽
付
及
衿
附
の
印
を
な
し
、
次
に
衿
丈
を
度
り
置
く
な

り
、
表
衿
二
枚
と
裏
衿
二
枚
と
を
重
ね
て
衿
山
に
山
印
を
な
し
、
次
に
巾
の
手
前

と
向
ふ
に
丈
印
を
な
す
な
り

縫
方
順
序

第
一
に
上
着
表
袖
を
普
通
綿
入
着
物
の
如
く
縫
ひ
、
引
返
し
て
躾
を
掛
け
、
次
に

袖
巾
の
印
を
付
け
次
に
裏
袖
に
袖
口
切
を
縫
付
け
、
袖
口
の
方
は
四
分
の
縫
代
に

な
し
、
袖
下
の
所
に
て
ヤ
ツ
口
よ
り
二
寸
五
分
位
の
間
に
て
斜
に
縫
ひ
折
を
付

け
、
次
に
下
着
の
表
袖
口
を
口
先
の
縫
代
丈
裏
の
方
に
折
り
返
し
、
端
よ
り
端
迄

に
躾
を
掛
け
、
次
に
上
着
の
裏
袖
口
切
を
下
着
表
袖
口
の
表
と
上
着
袖
口
切
の
表

と
重
ね
、
先
の
方
に
て
下
着
の
表
袖
口
よ
り
上
着
裏
袖
口
切
を
巾
四
分
先
に
出
し

て
置
き
、
奧
の
方
に
巾
の
じ
ぞ
ろ
を
出
し
て
上
着
裏
袖
口
切
の
山
に
一
分
の
債
を

取
り
て
二
枚
共
に
縫
ひ
置
き
、
次
に
先
に
縫
ひ
た
る
裏
袖
の
裏
を
出
し
、
今
縫
ひ

た
る
裏
表
の
袖
口
表
の
針
目
の
出
ぬ
樣
に
端
よ
り
端
迄
針
目
三
分
位
に
な
し
て
綴

ぢ
付
け
、
次
に
下
着
の
表
八
ッ
口
切
と
上
着
の
裏
八
ッ
口
切
の
袖
下
を
印
通
り
に

縫
ひ
、
八
ッ
口
切
の
奧
を
上
着
の
裏
と
下
着
の
表
と
を
合
せ
て
二
枚
を
縫
ひ
、
巾

印
を
付
け
上
着
の
表
袖
巾
印
を
裏
八
ッ
口
切
の
巾
印
と
合
せ
て
八
ッ
口
を
袖
付
の

印
よ
り
印
迄
縫
ひ
、
此
の
所
に
綿
を
入
れ
て
引
返
し
て
躾
を
掛
け
、
次
に
裝
袖
の

巾
印
と
下
着
の
表
八
ッ
口
と
巾
印
を
合
せ
て
上
着
に
縫
合
せ
た
る
如
く
な
し
て
縫

ふ
な
り
、
次
に
上
着
の
表
身
頃
は
普
通
女
綿
入
着
物
の
如
く
な
れ
ば
略
す
、
次
に

胴
裏
を
出
し
て
表
を
同
じ
く
背
を
縫
ひ
自
己
の
向
に
折
を
返
し
、
次
に
後
巾
肩
巾

の
印
を
附
け
て
脇
を
縫
ひ
前
身
頃
の
方
に
折
を
附
け
、
次
に
上
着
の
裾
裏
廻
し
の

背
と
脇
を
縫
ひ
、
次
に
下
着
の
裏
表
の
裾
廻
し
の
背
と
脇
を
縫
ひ
て
折
を
附
け
、

（
但
此
時
に
後
巾
に
て
上
着
よ
り
も
裾
口
に
て
一
分
狹
く
胴
繼
ぎ
の
所
に
て
は
上

着
と
同
じ
寸
法
に
裏
表
共
）
次
に
下
着
の
裏
表
を
中
表
に
揃
へ
て
裾
口
を
縫
ひ
合

せ
、
折
は
表
の
方
に
附
け
引
返
し
て
躾
を
掛
け
、
殘
ら
ず
の
裾
廻
し
に
前
巾
の
印

を
付
け
、
下
着
の
前
巾
は
上
着
の
前
巾
よ
り
も
裾
口
に
て
三
分
せ
ま
く
な
し
、
次

に
ヒ
ウ
チ
切
を
中
表
に
な
し
て
斜
の
所
を
裏
表
一
枚
宛
合
せ
、
次
に
上
着
裏
裾
廻

し
の
胴
繼
ぎ
の
印
の
有
る
方
に
ヒ
ウ
チ
切
を
前
巾
印
よ
り
先
に
先
に
衽
を
附
く
る

時
の
縫
代
を
出
し
置
き
て
ヒ
ウ
チ
を
巾
の
有
る
所
迄
縫
付
け
、
折
は
ヒ
ウ
チ
の
方

に
返
し
躾
を
掛
け
、
次
に
下
着
の
表
裾
廻
し
に
表
ヒ
ウ
チ
切
を
上
着
の
裾
廻
し
の

如
く
縫
附
け
、
折
は
裾
口
の
方
に
返
し
躾
を
掛
け
ヒ
ウ
チ
切
巾
の
止
ま
り
先
少
し

の
間
は
胴
繼
ぎ
の
縫
込
の
引
つ
ら
ぬ
樣
に
、
袷
袖
口
を
四
ッ
止
に
な
す
時
に
後
袖

を
縫
代
丈
を
出
し
て
縫
込
を
斜
に
折
出
す
通
り
に
胴
繼
ぎ
の
縫
代
を
折
出
し
置

き
、（
但
下
着
の
表
裾
廻
し
の
み
）
次
に
胴
裏
を
殘
ら
ず
の
裾
廻
を
出
し
胴
裏
の

裏
を
手
前
に
持
ち
、
其
次
に
下
着
の
裏
裾
廻
の
表
を
胴
裏
の
表
の
方
に
置
き
、
次

に
下
着
の
表
裾
を
置
き
、（
裾
口
を
合
せ
た
る
者
を
其
ま
ヽ
表
を
出
し
て
置
く
）

次
に
上
着
裏
裾
廻
を
置
き
て
胴
裏
の
裏
を
手
前
に
持
ち
て
右
の
端
よ
り
縫
始
め
、

ヒ
ウ
チ
切
巾
の
止
り
の
所
に
て
四
枚
其
に
四
ッ
止
を
な
し
、
其
糸
を
切
ら
ず
し
て

左
の
ヒ
ウ
チ
切
を
縫
附
け
有
る
所
迄
織（
縫
ヵ
）　ひ
、
其
所
に
て
も
四
枚
共
に
糸
止
を
な
し

て
其
糸
を
切
ら
ず
し
胴
裏
一
枚
と
裏
裾
廻
し
一
枚
を
縫
合
せ
折
は
胴
裏
の
方
に
返
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し
胴
裏
の
表
よ
り
端
よ
り
端
迄
躾
を
掛
け
次
に
裏
竪
裾
二
尺
七
寸
の
切
四
枚
有
る

内
二
枚
丈
に
衽
先
の
切
を
縫
ひ
附
け
之
を
下
着
の
裏
竪
裾
と
定
め
、
此
の
布
と
二

尺
五
寸
の
下
着
表
竪
裙
と
合
せ
裾
を
縫
ひ
か
く
し
躾
を
掛
け
、
次
に
下
着
の
裾
の

縫
目
を
揃
へ
て
待
針
を
刺
し
、
前
身
の
表
ヒ
ウ
チ
切
の
止
り
よ
り
縫
始
め
、
裏
衽

は
衽
先
の
所
迄
縫
は
ず
し
て
表
ヒ
ウ
チ
切
の
止
り
と
同
じ
所
迄
縫
ひ
、
其
所
に
て

糸
止
を
な
し
其
れ
よ
り
上
は
縫
殘
し
置
き
、
裏
竪
衿
二
尺
七
寸
の
印
を
上
着
裏
裾

廻
し
に
裾
口
よ
り
ヒ
ウ
チ
切
の
止
り
迄
縫
ひ
附
け
、
其
よ
り
上
は
衽
を
身
頃
に
附

く
る
方
の
縫
込
を
縫
代
丈
斜
に
折
出
し
置
き
、
裾
口
は
右
に
持
ち
て
胴
裏
の
表
を

手
前
に
持
ち
て
、
第
一
に
下
着
の
裏
袵
を
斜
に
通
し
、
第
二
に
胴
裏
に
針
を
通

し
、
の
ヒ
ウ
チ
切
に
通
し
、
第
四
裏
ヒ
ウ
チ
切
と
上
着
の
裏
竪
裾
に
通
し
、
第
五

下
着
表
竪
裾
に
通
し
て
糸
止
を
な
し
竪
裾
切
丈
の
有
る
所
迄
四
枚
共
に
縫
ひ
折
を

附
け
、
次
に
裏
衿
二
枚
に
衿
先
切
を
縫
ひ
附
け
裏
衿
の
方
に
折
を
返
し
、
次
に
上

着
の
裏
竪
裾
に
裏
衿
を
裾
下
よ
り
印
の
有
る
所
迄
縫
附
け
、
下
着
の
方
は
裏
表
共

衿
を
裾
下
よ
り
上
着
の
衿
先
を
縫
附
け
た
る
所
迄
同
じ
く
縫
付
け
、
次
に
胴
繼
ぎ

の
裏
を
手
前
に
な
し
裙
口
を
右
に
持
ち
上
着
の
裏
竪
裾
布
の
縫
殘
し
た
る
所
の
縫

込
を
針
に
折
り
た
る
ま
ヽ
裏
衿
と
共
に
下
着
の
表
衿
の
間
に
入
れ
、
第
一
に
下
着

の
表
衿
に
針
を
刺
し
、
第
二
に
上
着
の
裏
衿
と
竪
裙
と
に
通
し
、
第
三
下
着
の
表

竪
裙
に
通
し
、
第
四
に
胴
裏
に
通
し
て
、
第
五
に
下
着
竪
裾
と
裏
衿
に
通
し
て
糸

止
を
な
し
、
其
糸
を
切
ら
ず
し
て
衿
三
枚
に
胴
裏
一
枚
を
は
さ
み
て
下
着
の
表
衿

と
上
着
の
裏
袖
と
を
胴
裏
の
方
に
下
着
の
裏
衿
を
胴
裏
の
表
の
方
に
當
て
ヽ
、
一

方
の
衿
先
を
別
々
に
縫
ひ
た
る
所
迄
縫
ひ
、
其
の
所
に
て
も
布
殘
ら
ず
共
に
糸
止

を
な
し
て
衿
の
方
に
折
を
附
け
、
次
に
上
着
の
表
身
頃
と
裏
裾
廻
し
と
合
せ
て
裙

口
を
縫
ひ
裾
へ
拵
へ
、
表
の
方
に
折
を
附
け
躾
を
掛
け
裾
の
所
は
か
く
し
躾
を
掛

け
、
次
に
身
ヤ
ツ
口
を
普
通
に
綿
入
の
如
く
縫
ひ
、
裏
の
方
に
綿
を
入
れ
裏
表
の

身
頃
に
て
裏
表
の
袖
の
八
ッ
口
を
狹
み
て
、
第
三
表
第
一
に
身
頃
に
針
を
通
し
、

第
二
表
袖
、
第
三
上
着
裏
八
ッ
口
切
、
第
四
比
翼
ヤ
ツ
切
、
第
五
裏
袖
、
第
六
胴

裏
に
通
し
六
枚
共
に
糸
止
を
な
し
表
袖
は
身
頃
の
方
を
見
て
縫
ひ
、
袖
の
方
に
折

を
附
け
次
に
裏
袖
を
附
く
る
時
に
比
翼
の
八
ッ
切
の
有
る
所
迄
四
枚
共
に
縫
附

け
、
其
よ
り
上
は
胴
裏
と
裏
袖
二
枚
に
て
縫
い
身
頃
の
方
に
折
を
附
け
次
に
上
下

着
共
表
竪
裾
に
躾
を
掛
け
次
に
上
下
裏
表
殘
ら
ず
衿
巾
の
印
を
な
し
て
綿
を
入

る
ヽ
な
り

綿
の
入
方

上
着
は
普
通
綿
入
の
如
く
入
れ
、
下
着
は
口
綿
入
に
な
し
て
上
着
に
綿
を
入
れ
た

る
後
ス
ソ
口
よ
り
引
込
む
な
り

絎　

方

第
一
に
比
翼
袖
口
明
よ
り
下
を
縫
は
ず
に
有
る
故
、
袖
口
を
絎
け
る
糸
に
て
袖
口

巾
丈
け
の
有
る
所
迄
比
翼
の
表
と
上
着
の
裏
袖
に
巾
を
別
々
に
絎
け
、
其
糸
を
切

ら
ず
し
て
袂
の
角
迄
竪
綴
を
な
し
、
次
に
衿
先
を
縫
ひ
折
を
裏
に
返
し
て
綴
じ
附

け
、
其
糸
に
て
衿
先
を
別
々
に
縫
ひ
た
る
所
を
裏
表
綴
し
附
け
、
其
れ
よ
り
上
は

裏
表
一
所
に
綴
じ
附
け
、（
但
綴
糸
上
着
の
裏
衿
の
表
と
下
着
の
表
衿
の
表
と
の

間
に
見
へ
ぬ
樣
に
綴
じ
附
く
る
な
り
次
に
上
下
共
衿
を
絎
け
、
次
に
二
枚
の
裾
綴

を
な
し
其
れ
よ
り
竪
綴
を
胴
繼
ぎ
の
所
迄
な
し
、
次
に
上
着
下
着
の
裾
下
を
絎
く

る
な
り
（
但
下
着
に
綿
を
入
る
な
り
）

 

（
糸
櫻　

第
弐
卷
第
六
號　

明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行　

裁
縫
）
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今
子
先
生
の
詩
歌

糸
櫻 

椙　

山　

今　

子

幾
年
を
ふ
る
や
の
庭
の
い
と
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

人
に
知
ら
る
ゝ
春
は
來
に
け
り

 

（
糸
櫻　

第
壱
號　

明
治
三
十
九
年
二
月
十
一
日
発
行　

文
苑
）

勉
學 

椙　

山　

今　

子

學
の
み
ち
は
多
け
れ
ど

を
う
な
の
業
の
初
に
は

縫
針
を
こ
そ
知
べ
け
れ

毛
糸
細
工
や
つ
く
り
花

　
　
　
　

茶
の
湯
い
け
花
讀
み
書
も

　
　
　
　

や
が
て
業
卒
へ
歸
り
な
ば

　
　
　
　

良
妻
賢
母
と
あ
ふ
が
れ
て

　
　
　
　

す
ゑ
賴
も
し
き
乙
女
子
ら

 

（
糸
櫻　

第
弐
號　

明
治
三
十
九
年
〔
発
行
月
日
不
明
〕　

寄
書
）

河
骨 

椙　

山　

今　

子

廣
口
に
い
け
し
か
は
ほ
ね
水
あ
け
の
そ
の
つ
た
へ
こ
そ
知
ら
ま
ほ
し
け
れ

 

（
糸
櫻　

第
参
號　

明
治
三
十
九
年
十
一
月
発
行　

文
苑
）

螢
（
三
首
） 

椙　

山　

今　

子

か
け
く
ら
く
し
け
れ
る
庭
の
く
さ
む
ら
に
す
た
く
ひ
か
り
は
螢
な
り
け
り

た
ち
ぬ
ひ
に
心
を
こ
め
し
を
と
め
こ
の
か
へ
り
見
す
れ
は
飛
螢
か
な

わ
か
た
け
の
う
へ
に
す
ゝ
し
き
露
見
え
て
螢
と
ひ
か
ふ
夕
ま
ぐ
れ
か
な

 

（
糸
櫻　

第
貳
卷
第
貳
號　

明
冶
四
十
年
六
月
二
十
日
発
行　

清
風
緑
蔭
）

今
子
先
生
に
触
れ
た
、
生
徒
の
文

我
樂
し
き
寄
宿
舎
生
活 

伊　

藤　

順　

子

朝あ
さ

ま
だ
き
夜よ

も
明あ

け
や
ら
で
四し

隣り
ん

尙な
ほ

ほ
寂せ

き

と
し
て
聲こ

え

な
く
舎し

や
な
い
い
く

内
幾
十
の
電で

ん
と
う
ひ
と

燈
獨
り

空む
な

し
く
皎こ
う
〳
〵々

と
し
て
輝か
ゞ
やけ
る
時と
き

忽た
ち
まち
鳴な

り
響ひ
ゞ

く
起き

床せ
う

の
點て
ん
れ
い鈴
に
舎し
や
せ
い生
四
十
餘よ

名め
い

は

一
時じ

に
夢ゆ
め

を
破や
ぶ

り
蹶け
つ

起き

す
れ
ば
早は

や
當と
う
ば
ん番
の
者
は
そ
れ
〴
〵
井ゐ

戸ど

端ば
た

に
米こ
め

を
磨と

ぐ

も
の
勝か
つ
て手
に
茶ち
や
わ
ん碗
を
洗あ
ら

ふ
も
の
、
竈か
ま
どに
火ひ

を
炊た

く
も
の
、
香こ
う
の
も
の
物
を
切き

る
も
の
、
飯め
し

を
盛も

る
も
の
、
戸こ

ぐ
わ
い外

を
掃そ

う
じ除

す
る
も
の
、
室し

つ
な
い内

に
雜ぞ

ふ
き
ん巾

を
掛か

く
る
も
の
皆み

な
い
づ何

れ
も

忠ち
う
じ
つ實

に
そ
の
任に

ん
む務

に
服ふ

く

せ
り
、
嗚あ

呼あ

是こ

れ
本ほ

ん
こ
う校

の
寄き

宿し
く

舎し
や

内な
い

早そ
う
て
う朝

に
於お

け
る
光

く
わ
う
け
い景

な
ら
ず
や

思お
も

へ
ば
過す

ぐ
る
二
月
の
九
日
な
り
き
寄き

宿し
く

舎し
や

制せ
い
ど度
に
大だ
い
か
い
せ
い
お
こ

改
正
行
は
れ
て
女じ
よ
ち
う中
を

全ぜ
ん
は
い廢

し
庖ほ

う
ち
う厨

、
洒し

や
そ
う掃

、
應お

う
せ
つ
と
う

接
等
の
事こ

と

を
悉

こ
と
〴
〵く

舎し
や
せ
い
み
ず
か

生
自
ら
執と

る
こ
と
に
な
り
先ま

づ

舎し
や
せ
い
ぜ
ん
た
い

生
全
体
を
六
組く

み

に
分わ

か

ち
之こ

れ

に
松ま

つ

、
梅む

め

、
櫻さ

く
ら、

藤ふ
じ

、
紅も

み
ぢ葉

、
菊き

く

の
名な

を
附ふ

し

各か
く
こ
う
た
い

交
代
に
そ
の
務つ
と
めに
服ふ
く

す
る
こ
と
ゝ
な
し
其そ
の
よ夜
は
皆み
な

襷た
す
きを
作つ
く

る
も
の
あ
り

西せ
い
よ
う
ま
へ
か
け

洋
前
掛
を
縫ぬ

ふ
も
あ
り
そ
れ
〳
〵
勇い
さ
まし
く
準じ
ゅ
ん
び備
を
な
す

翌よ
く
じ
つ日

は
吾わ
れ
ら等

（
松ま
つ

の
組く
み

）
が
炊す
い
じ事

の
當と
う
ば
ん番

な
り
き
五
時じ

半は
ん

に
起お

き
出い

で
厨く
り
やに

出い

づ
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れ
ば
既す
で

に
舎し
や
か
ん監
今
子
先せ
ん
せ
い生
來き

給た
ま

へ
り
、
次つ
い

で
校こ
う
て
う
せ
ん
せ
い

長
先
生
も
來き

給た
ま

へ
り
、
そ
れ
よ
り

庖ほ
う
ち
う厨
の
事こ
と

に
從し
た
がへ
り
初は
じ

め
の
程ほ
ど

は
や
ゝ
そ
の
困こ
ん
な
ん難
を
覺お
ぼ

ゆ
る
も
の
あ
り
し
が
校こ
う
て
う長

先せ
ん
せ
い生

今い
ま
こ子

先せ
ん
せ
い生

が
親し

た

し
く
吾わ

れ
〳
〵々

と
勞ろ

う

を
倶と

も

に
せ
ら
る
ゝ
に
勵は

げ

ま
さ
れ
て
遂つ

い

に
は
寧む

し

ろ
樂た

の

し
く
嬉う

れ

し
く
そ
の
任に

ん

に
當あ

た

る
に
至い

た

れ
り

六
時じ

半は
ん

頃こ
ろ

凡す
べ

て
の
掃そ
う
じ
よ除
も
濟す

み
食し
よ
く
じ事
の
用よ
う
い
と
ゝ
の

意
整
へ
ば
再ふ
た
ゝび
點て
ん
れ
い
な
鈴
鳴
り
響ひ
ゞ

き
て
一

同ど
う
し
よ
く
ど
う

食
堂
に
集あ
つ
まり
朝て
う
れ
い禮
を
終お
は

り
兹こ
ゝ

に
敬け
い
あ
い愛
な
る
寄き

宿し
く
し
や舎
の
父ふ

母ぼ

即す
な
はち
校こ
う
て
う
せ
ん
せ
い
な
ら
び

長
先
生
並
に

同ど
う

夫ふ

人じ
ん

及
親し
ん
あ
い愛
な
る
姉し

妹ま
い

五
十
名め
い

家か

庭て
い

の
春し
ゆ
ん
ふ
う
の
ど
か

風
長
閑
に
吹ふ

き
渡わ
た

れ
る
下も
と

に
愉ゆ

快か
い

な

る
箸は
し

を
取と

る

食し
よ
く
じ
お
は

事
終
れ
ば
再ふ

た
ゝび

食し
よ
く
き器

を
洗せ

ん
で
う滌

し
晝ち

う
し
よ
く

食
の
用よ

う
い意

を
な
す
「
チ
ヨ
イ
ト
飯い

ゝ
だ田

さ
ん　

お
豆と
う
ふ腐
を
買か
ふ

て
來き

て
下く
だ

さ
い
よ
」「
あ
ゝ
私わ
た
しが
往い

つ
て
參ま
い

り
ま
す
よ
」
な
ど
の
聲こ
ゑ

が
あ
ち
ら
で
聞き
こ

ゆ
る
と
思お
も

へ
ば
此こ
ち
ら方
に
は
「
之こ
れ

は
ド
ウ
し
て
煮に

る
も
の
で
す
か
」

と
昨さ
く
ね
ん年
ま
だ
高こ
う
と
う
せ
う
が
く
こ
う

等
小
學
校
を
卒そ
つ
げ
ふ業
せ
る
某
孃
が
問と

へ
る
な
り
き
、
斯か

く
て
八
時
半

の
晝ち
う
じ
き食

の
準じ

ゆ
ん
び備

を
終
り
て
飯め

し

を
櫃ひ

つ

に
移
し
て
毛も

う
ふ布

に
包つ

ゝ

み
そ
の
冷ひ

ゆ
る
を
防ふ

せ

ぎ
置お

き
一
同
本
日
の
課く

ふ
け
ふ業

を
受う

く
べ
く
敎け

ぶ
し
つ室

に
行ゆ

く

晝ち
う
じ
き食
の
時
は
放は
う
く
わ課
よ
り
十
分
前
食し
よ
く
ど
う
堂
に
來
り
て
準じ
ゆ
ん
び備
を
な
し
點て
ん
れ
い鈴
と
共
に
朝て
う
し
よ
く
食
の

如
く
一
同
打う
ち
そ
ろ揃
ひ
て
食し
よ
く
じ事
を
終お
は

る

午ご
ゞ

後
三
時
過
ぎ
は
夕ゆ

う
し
よ
く

食
の
仕し

度た
く

に
取
り
掛
り
兼か

ね
て
明
日
の
材ざ

い
れ
う料

を
調し

ら

へ
置
く
、

五
時
夕ゆ
う
し
よ
く

食
の
準じ

ゆ
ん
び
と
ゝ
の

備
整
ひ
又
々
一
同
食
事
を
終
り
後
食し

よ
く
き器

を
洗あ

ら

ひ
明
朝
の
仕し

度た
く

を
な

し
之
に
て
當と
う
ば
ん番

の
任に

ん
む務

を
終お

は

れ
る
な
り

每ま
い
し
う週
土ど

曜よ
う
び日
の
夜よ

は
舎
生
一
同
の
茶ち
や
わ
く
わ
い

話
會
あ
り
、
初
め
に
金こ
ん
ご
う
せ
き

剛
石
の
歌う
た

を
合が
つ
せ
う唱
し

次
で
樂た
の

し
き
茶ち
や
わ
く
わ
い

話
會
に
移
る
が
例れ
い

な
り
往わ
う
〳
〵
し
や
せ
い

々
舎
生
の
滑こ
つ
け
い稽

な
る
餘よ

興け
う

、
趣し
ゆ
み味

あ
る

談だ
ん
わ話

、
唱
歌
の
合が
つ
せ
う唱

、
校
長
先せ
ん
せ
い生

の
有い
う
え
き益

な
る
談だ
ん
わ話

あ
り

平へ
い
じ
つ日
は
六
時
三
十
分
よ
り
八
時
ま
で
默も
く
ど
く讀
の
時じ

間か
ん

に
し
て
九
時
に
夕ゆ
う
れ
い禮
を
終お
は

り
て

一
同
寢し
ん

に
就つ

く
斯か

く
て
五
十
名
の
大だ
い

家か

庭て
い

は
平へ
い
わ和
に
樂た
の

し
く
暮く
ら

ら
し
つ
ゝ
あ
り

嗚あ

呼ゝ

樂た
の

し
き
寄き

し
く
し
や
せ
い
く
わ
つ

宿
舎
生
活
！！！

 

（
糸
櫻　

第
貳
卷
第
七
號　

明
治
四
十
一
年
二
月
一
七
日
発
行　

雑
録
）

九　

月

十
二
日
晚
餐
會
日
記 

寄
宿
舎
第
一
室　

Ｓ
Ｓ
生

午
前
五
時
半
に
起
床
の
鈴
と
共
に
床
を
起
き
出
で
ゝ
見
た
ら
ビ
シ
ョ
〳
〵
と
雨
が

降
つ
て
居
る
、「
山
田
さ
ん
今
日
は
雨
降
り
よ
、
日
曜
日
で
す
か
ら
何
處
か
へ
行

こ
う
と
言
つ
て
居
た
か
此
れ
で
は
何
處
へ
も
行
け
そ
う
も
な
い
わ
」
と
い
ふ
と
、

山
田
さ
ん
が
「
今
日
私
等
は
晚
餐
會
の
お
當
番
じ
や
な
く
つ
て
」
と
尋
ね
ら
れ
た

の
で
、
私
は
「
あ
ゝ
そ
う
〳
〵
私
す
つ
か
り
忘
れ
て
居
た
ワ
、
ぢ
や
此
れ
か
ら
仕

度
を
し
ま
せ
う
よ
。
今
日
は
貴あ
な
た女
に
私
に
、
三
宅
さ
ん
に
、
赤
塚
さ
ん
に
、
細
江

さ
ん
に
、
夫
れ
か
ら
、
ま
だ
お
一
人
と
、
六
人
で
し
た
ね
」
と
、
自
分
な
が
ら

も
、
あ
ま
り
忘
れ
ッ
ぽ
い
の
に
、
あ
き
れ
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ
か
ら
襷
を
取
る
や

ら
、
前
掛
け
を
か
け
る
や
ら
し
て
、
兎
角
し
て
居
る
間
に
、
晝
飯
も
過
ぎ
二
時
と

な
つ
た
。
今
子
先
生
が
モ
ー
割
烹
に
と
り
か
ゝ
つ
て
下
さ
い
、
と
言
は
れ
ま
し
た

の
で
、
勇
ん
で
炊
事
場
へ
行
き
ま
し
た
。
最
初
先
づ
今
子
先
生
か
ら
、
今
日
の
献

立
は
汁（
鷄
肉
と

玉
葱

）と
皿
付（
い
ん
げ
ん
豆

の
き
ん
と
ん
）と
、
香
物
と
で
あ
る
こ
と
を
指
示
せ
ら
れ

ま
し
た
斯
く
て
先
生
の
指
揮
の
下
に
、
玉
葱
を
細
か
く
刻
み
始
め
ま
し
た
が
、
香

が
眼
に
浸し

み
て
、
淚
が
ポ
ロ
リ
〳
〵
と
出
て
來
る
の
で
、
息
を
も
し
な
い
で
、
顔

を
し
か
め
て
切
つ
て
居
り
ま
し
た
す
る
と
皆
さ
ん
が
、
そ
の
顔
が
如
何
に
も
可
笑

し
い
と
て
腹
を
か
ゝ
へ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
甘
薯
の
煮
た
の
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を
摺
鉢
に
入
れ
て
、
摺
り
始
め
た
の
で
す
が
、
な
か
〳
〵
う
ま
く
摺
れ
ぬ
の
で
、

細
江
さ
ん
が
、
眞
赤
な
顔
を
し
て
一
生
懸
命
に
な
つ
て
、
摺
つ
て
い
ら
つ
し
や
る

の
で
、
可
笑
し
い
や
ら
、
お
氣
の
毒
や
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
に
、
用
意
も
調
つ
た
の
で
、
調
理
せ
し
も
の
を
晚
餐
會
場
に
運
び
ま
し

た
、
晚
餐
會
場
は
、
例
の
娯
樂
室
で
あ
り
ま
し
て
、
廿
八
疊
敷
の
廣
間
で
あ
り
ま

す
、
此
處
に
圓
形
に
食
卓
を
並
べ
、
白
布
を
以
て
之
を
蔽
ひ
、
十
數
個
の
美
麗
な

る
造
花
を
所
々
に
飾
り
、
天
井
の
中
央
よ
り
、
四
方
に
萬
國
々
旗
を
懸
吊
し
て
、

裝
飾
も
十
分
に
行
き
屆
い
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。
此
處
に
食
器
を
配
置
し
て
一
切

の
用
意
も
整
ひ
ま
し
た
。

や
が
て
開
會
の
點
鈴
が
チ
リ
ン
〳
〵
と
、
如
何
に
も
喜
し
さ
う
に
鳴
り
渡
り
ま
し

た
。
斯
く
て
校
長
先
生
、
御
老
父
母
樣
を
始
め
、
五
十
餘
名
の
舎
生
は
、
悉
く
そ

の
席
に
列
な
り
ま
し
た
。
見
る
と
、
ど
の
人
も
〳
〵
、
嬉
し
そ
う
に
、
ニ
コ
〳
〵

と
し
て
和
風
駘
蕩
の
有
樣
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先
生
の
御
挨
拶
と
共
に
、

一
同
は
箸
を
取
り
ま
し
て
、
樂
し
く
睦
し
き
一
家
團
欒
の
晚
餐
會
は
始
ま
り
ま
し

た
。
私
等
當
番
の
も
の
六
名
は
お
給
仕
に
出
た
の
で
す
が
、
之
ま
で
斯
樣
な
多
く

の
方
々
の
お
給
仕
を
し
た
事
は
な
い
の
で
、
眼
の
廻
る
ほ
ど
大
急
が
し
で
あ
り
ま

し
た
、
斯
く
て
三
十
分
間
ほ
ど
經
ち
ま
し
て
、
晚
餐
會
も
終
り
ま
し
た
。
而
し
て

再
び
先
生
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
て
、
兹
に
閉
會
い
た
し
ま
し
た
。

之
れ
よ
り
私
共
は
、
電
燈
輝
く
下
に
、
今
日
の
有
樣
を
語
り
つ
ゝ
、
食
事
を
し
て

居
り
ま
す
と
、
某
室
の
某
さ
ん
が
、「
今
日
は
御
苦
勞
樣
で
し
た
、
大
變
に
お
い

し
い
御
馳
走
だ
つ
た
は
」
と
言
は
れ
た
の
で
、
赤
塚
さ
ん
が
「
あ
な
た
お
上
手
を

お
つ
し
や
る
こ
と
ね
」
等
と
笑
ひ
ま
し
た
。
あ
ゝ
今
日
は
本
統
に
樂
し
か
つ
た
こ

の
樂
し
み
は
永
久
に
忘
ら
れ
ま
せ
ん
。

竹
香
評　

眞
に
名
古
屋
裁
縫
女
學
校
の
一
特
色

九　

月

十
九
日
晚
餐
會
日
記 

寄
宿
舎
第
二
室　

日
記
の
係
り

本
校
の
寄
宿
舎
に
は
、
每
月
二
回
の
晚
餐
會
が
あ
つ
て
、
そ
の
日
は
、
當
番
の
舎

生
數
名
が
、
割
烹
の
習
練
を
兼
ね
て
、
舎
生
全
体
を
招
待
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居

り
ま
す
。

本
日
は
第
二
室
の
私
共
六
名
が
、
當
番
で
あ
り
ま
し
た
。
午
后
二
時
よ
り
例
に
よ

り
、
今
子
先
生
指
揮
の
下
に
、
支
度
に
か
ゝ
り
ま
し
た
、
本
日
の
献
立
は
、
吸
物

（
鰻
、
菜
の

味
噌
吸
物
）揚
物（
甘
薯
饅
頭
）、
香
物
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
各
手
分
け

を
し
て
取
り
か
ゝ
り
ま
し
た
。
甘
薯
を
井
端
に
運
ん
で
、
洗
桶
で
洗
つ
て
居
ま
す

と
、
滑
稽
な
鈴
木
さ
ん
が
、
之
は
圓
形
式
よ
と
、
お
つ
し
や
る
の
で
、
私
は
す
か

さ
ず
、
一
つ
を
取
り
出
で
ゝ
、
之
は
凹
凸
式
よ
と
言
へ
ば
、
山
本
さ
ん
が
、
又
一

つ
を
取
り
出
で
ゝ
、
眞
面
目
に
之
は
楕
圓
式
よ
、
と
お
つ
し
や
る
の
で
、
果
て
は

大
笑
ひ
を
し
て
居
ま
す
と
、
あ
ち
ら
で
は
、
今
子
先
生
が
、
揚
物
を
し
て
い
ら
つ

し
や
る
。
鈴
木
さ
ん
と
落
合
さ
ん
と
が
、
巧
み
に
白
味
噌
を
擦
て
い
ら
つ
し
や
る

の
で
、「
大
層
お
上
手
ね
」
と
言
ふ
と
鉢
が
動
搖
し
て
困
る
は
と
の
お
答
へ
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
私
共
は
會
場
の
裝
飾
に
取
り
か
ゝ
り
し
ま
し
た
。
會
場
は
例
の

娯
樂
室
で
あ
り
ま
す
が
、
之
だ
け
で
は
、
五
十
餘
名
の
客
を
招
待
す
る
に
は
、
手

狹
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
室
の
方
に
お
願
ひ
し
て
、
ズ
ー
ト
取
り
拂
つ
て
、
二
十

八
疊
敷
の
大
廣
間
を
造
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
數
脚
の
卓
を
列
べ
白
布
を
敷

き
、
造
花
萬
國
々
旗
を
眼
ば
ゆ
き
ば
か
り
に
飾
り
ま
し
た
。
併
し
何
時
も
裝
飾
の
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有
樣
が
、
千
偏
一
律
な
の
で
、
校
長
先
生
に
御
依
賴
し
て
、
御
工
夫
を
伺
ひ
ま
し

た
が
、
先
生
は
「
あ
な
た
方
が
當
番
で
す
か
ら
、
ま
あ
出
來
る
だ
け
自
分
で
工
夫

し
て
御
覽
な
さ
い
、
後
で
批
評
は
し
て
上
げ
ま
せ
う
」
と
の
事
で
、
そ
れ
か
ら
如

何
に
し
た
ら
客
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
出
來
る
で
せ
う
と
、
言
つ
て
額
を
集
め
て

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
が
、
ど
う
も
よ
い
思
附
き
も
浮
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
兎
角

す
る
内
に
、
追
々
に
時
間
も
切
迫
し
て
來
た
の
で
、
己
む
な
く
そ
の
ま
ゝ
開
會
い

た
し
ま
し
た
。

例
の
如
く
、
校
長
先
生
、
御
老
父
母
上
樣
を
初
め
、
五
十
八
名
一
同
に
席
に
著
（
マ
マ
）き

ま
す
と
、
先
生
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
あ
ふ
る
ゝ
ば
か
り
の
笑
顔
に

て
、
愉
快
に
終
り
ま
し
た
。
閉
會
し
た
は
午
后
六
時
半
で
。
さ
し
も
に
盛
大
な
會

場
も
、
一
時
に
潮
の
引
い
た
樣
で
之
を
片
附
け
る
時
は
、
獨
り
電
燈
の
み
皎
々
と

し
て
、
淋
し
げ
に
輝
い
て
居
り
ま
し
た
。

竹
香
評　

  

名
古
屋
裁
縫
女
學
校
の
晚
餐
會
に
は
余
も
一
度
招
待
せ
ら
れ
て
其
の
實
況
を
し

り
た
し
兎
角
乾
燥
無
味
な
り
勝
の
寄
宿
舎
生
徒
に
は
最
も
趣
味
あ
る
こ
と
な
る

べ
し

寄
宿
舎
の
昨
今 

黑　

川　

ま　

つ

寄
宿
舎
生
活
ほ
ど
愉
快
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
昨
今
本
校
の
寄
宿
舎
は
五
十
九

名
の
舎
生
が
居
り
ま
し
て
、
之
れ
が
監
督
は
校
長
先
生
、
並
に
今
子
先
生
、
御
自

身
が
な
さ
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。
舎
生
の
室
は
、
七
室
に
分
れ
て
居
り
ま
し

て
、
固
よ
り
寄
宿
舎
に
す
る
目
的
で
建
て
た
家
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
隨
分

不
便
の
点
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代
り
極
め
て
家
庭
的
で
、
食
事
の
際
等
は
い
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

で
も
、
校
長
先
生
等
御
二
方
と
御
一
所
に
い
た
し
ま
す

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
共
は
朝
五
時
三
十
分

に
起
床
し
、
そ
れ
よ
り
當
番
の
も
の
は
掃
除
、
盆
栽
の
手
入
、
雜
巾
掛
等
を
終
り

ま
し
て
、
仝
六
時
に
朝
食
を
な
し
、
暫
く
豫
習
を
致
し
ま
す
次
に
七
時
四
十
五
分

用
意
の
點
鈴
が
鳴
り
ま
す
と
、
皆
々
敎
室
に
出
で
ま
す
。
授
業
は
午
前
八
時
に
始

ま
り
ま
し
て
三
時
に
終
り
ま
す
。
夫
れ
か
ら
は
、
思
ひ
〳
〵
に
用
を
逹
し
、
或
は

娯
樂
室
で
ピ
ン
ポ
ン
を
な
し
、
或
は
雜
談
に
耽
り
、
或
は
復
習
を
な
し
て
日
の
暮

れ
る
の
忘
れ
て
居
る
の
が
常
で
あ
り
ま
す
、
夜
は
七
時
よ
り
八
時
ま
で
一
時
間
習

字
の
お
稽
古
が
あ
り
ま
す
。
點
茶
等
を
習
ふ
も
の
は
、
一
週
間
に
二
回
隨
意
に
習

ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
就
寢
は
九
時
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
よ
り
十
五
分
前
に
用
意

の
點
鈴
が
鳴
り
ま
す
と
、
舎
生
一
同
は
、
一
列
に
座
し
て
、
先
生
を
お
待
ち
申
し

て
居
り
ま
す
。
や
が
て
校
長
先
生
が
お
出
で
に
な
り
ま
す
と
、
一
同
禮
を
い
た
し

ま
し
て
、
徐
か
に
床
を
取
つ
て
、
寢
に
就
き
ま
す
。

每
土
曜
日
の
晚
に
は
、
舎
生
一
同
の
茶
話
會
が
開
か
れ
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
本
月
の
二
日
の
夜

で
し
た
、
例
の
茶
話
會
が
開
か
れ
ま
し
た
、
そ
の
日
の
當
番
は
、
第
六
室
の
川

松
、
近
藤
、
三
輪
、
等
の
諸
孃
で
あ
り
ま
し
た
。
八
時
頃
、
點
鈴
が
鳴
り
響
き
ま

し
た
の
で
會
場
は
何
所
で
す
か
と
、
尋
ね
る
と
、
今
晚
は
北
校
舎
の
二
階
で
す
、

と
い
は
れ
た
の
で
、
不
思
議
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
て
往
つ
て
見
ま
す
と
、
ど
う
で

せ
う
階
段
の
上
の
椥
場
に
は
、
机
の
四
脚
に
紙
を
張
つ
て
、
大
き
な
行
燈
を
と
も

し
之
に
筆
太
に
寄
宿
舎
生
觀
月
會
と
い
ふ
文
字
が
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
す
。
夫
れ

か
ら
會
場
に
行
く
と
、
机
が
二
十
脚
ば
か
り
、
東
西
に
一
直
線
に
列
べ
ら
れ
て
、

所
々
に
小
さ
き
行
燈
が
數
個
配
置
せ
ら
れ
て
あ
る
。
夫
れ
が
如
何
に
も
滑
稽
に
、

又
風
流
に
、
そ
の
頓
智
の
よ
い
の
に
一
驚
を
吃
し
ま
し
た
。
暫
く
す
る
と
當
番
の

總
代
近
藤
さ
ん
か
ら
、
開
會
の
拶（
マ
　
マ
）挨が

あ
り
ま
し
て
、
次
に
校
長
先
生
か
ら
丁
度
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大
神
宮
御
遷
宮
の
御
時
刻
で
あ
る
か
ら
と
て
、
一
同
起
立
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
恭
し
く
君
が
代
の
唱
歌
を
合
唱
い
た
し
ま
し
て
、
次
で
南
方
に
向
て
、

最
敬
禮
を
行
ひ
ま
し
た
。
そ
の
後
數
名
の
舎
生
の
五
分
間
演
說
を
聞
き
、
四
季
の

月
の
唱
歌
の
合
唱
な
ど
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
間
茶
を
喫
し
、
愉
快
を
盡
し

て
、
同
九
時
半
に
散
會
い
た
し
ま
し
た
。
嗚
呼
樂
し
い
寄
宿
舎
生
活
、
私
は
、
卒

業
の
期
も
近
づ
い
て
居
る
が
、
寄
宿
舎
を
離
れ
る
こ
と
は
、
何
た
か
名
殘
り
惜
し

く
て
、
堪
り
ま
せ
ん
、
ど
う
か
せ
め
て
も
う
一
年
居
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

 

（
糸
櫻　

第
参
巻
第
弐
号　

明
治
四
十
二
年
十
月
廿
七
日
発
行　

漫
録
）

母
校
の
近
况 

（
篠 

村 

そ 

よ 

稿
）

木
々
の
も
み
ぢ
も
散
り
失
せ
て
、
今
年
も
早
や
、
餘
日
少
く
押
し
迫
り
、
何
と
な

う
心
忙
し
い
時
節
に
な
つ
て
參
り
ま
し
た
、
御
な
つ
か
し
い
姉
上
皆
々
樣
方
に

は
、
お
障
り
も
あ
ら
せ
ら
れ
ず
、
お
逹
者
で
迎
年
の
御
支
度
の
御
事
と
賀
し
上
げ

ま
す
。

去
年
の
暮
に
本
會
よ
り
天
覽
紀
念
の
白
菊
雜
誌
が
發
行
致
さ
れ
ま
し
た
で
ご
ざ
い

ま
せ
う
、
あ
の
時
母
校
の
有
樣
を
く
は
し
く
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
、
例
に

よ
り
本
年
も
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。

我
が
母
校
は
本
年
に
於
て
著
し
く
發
展
い
た
し
ま
し
た
、
只
今
其
あ
ら
ま
し
を
申

し
上
げ
ま
せ
う
。
最
早
御
存
じ
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
、
先
づ
外
觀
上
大
變
化
を

い
た
し
ま
し
た
の
は
校
舎

4

4

で
ご
ざ
い
ま
す
、
御
姉
上
樣
等
も
御
承
知
の
通
り
此
ゆ

か
し
き
學
の
庭
に
は
、
所
せ
き
ま
で
、
敎
へ
草
が
ど
し
〳
〵
茂
り
、
只
今
で
は
三

百
三
十
名
の
在
學
生
が
ご
ざ
い
ま
す
、
尙
ほ
益
々
入
學
志
願
者
が
激
增
い
た
し
ま

す
の
で
到
底
收
容
し
切
れ
ず
、
遂
に
本
年
八
月
新
し
い
校
舎
を
增
築
致
さ
れ
ま
し

た
。

此
新
校
舎
は
門
を
中
心
に
北
校
舎
よ
り
南
校
舎
へ
建
て
連
ね
ら
れ
、
廊
下
も
新
し

く
校
舎
に
沿
う
て
出
來
、
東
西
南
北
、
階
上
階
下
自
由
自
在
に
通
行
の
出
來
る
樣

に
な
り
誠
に
都
合
好
く
相
成
り
ま
し
た
、
而
し
て
其
新
し
い
校
舎
の
前
庭
、
後
庭

に
は
卒
業
生
諸
姉
の
紀
念
樹
が
亭
々
と
し
て
絶
え
ず
綠
し
た
ゝ
る
ば
か
り
に
榮
え

て
居
り
ま
す
。
職
員
室
も
新
校
舎
の
あ
か
る
い
廣
々
と
し
た
所
へ
移
さ
れ
ま
し

た
。

來
賓
室

4

4

4

は
特
に
う
つ
く
し
く
出
來
上
り
西
洋
式
に
椅
子
、
テ
ー
フ
ル
、
長
椅
子
、

ス
ト
ー
ブ
等
が
配
置
よ
く
整
頓
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
、
こ
ゝ
に
は
校
長
先
生
恩
師

渡
邊
辰
五
郞
先
生
並
に
令
夫
人
の
寫
眞
が
揭
載
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

割
烹
室

4

4

4

も
新
に
設
け
ら
れ
器
具
も
よ
く
整
頓
せ
ら
れ
、
誠
に
便
利
よ
く
な
り
ま
し

た
。

階
上
に
は
、
生
徒
製
作
品
竝
に
參
考
品
の
陳
列
室
が
新
に
設
け
ら
れ
、
一
ヶ
月
每

に
陳
列
品
が
變
る
事
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
、
今
月
も
や
は
り
、
紅
葉
や
摘
み
細
工
、

袋
物
或
は
裁
縫
の
部
分
な
ど
が
、
と
り
〴
〵
に
配
合
よ
く
竝
べ
ら
れ
て
あ
り
ま

す
、
本
年
三
月
師
範
科
二
部
を
御
卒
業
遊
さ
れ
た
諸
姉
の
比
翼
の
袖
も
美
し
く
陳

列
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

個
人
の
事
業
で
か
や
う
に
設
備
が
出
來
、
こ
の
學
び
舎
が
年
々
い
や
ま
し
に
榮
え

つ
ゝ
あ
る
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
愛
知
縣
下
を
初
め
岐
阜
、
三
重
、
長
野
、
靜

岡
遠
く
は
九
州
北
海
道
ま
で
も
散
在
し
て
、
家
事
に
從
ひ
或
は
敎
鞭
を
と
ら
れ

つ
ゝ
あ
る
一
千
餘
名
の
卒
業
生
諸
姉
が
極
め
て
好
成
績
で
あ
り
隨
て
本
校
が
世
間
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に
信
用
の
厚
い
こ
と
を
證
明
し
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
信
じ
ま
す
。

斯
く
の
如
き
諸
姉
を
澤
山
世
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
校
長
先
生
始
め
諸
先
生
は
い
か

ば
か
り
の
御
喜
び
と
も
量
り
知
ら
れ
ま
せ
ん
、
否
數
な
ら
ぬ
私
共
さ
へ
も
そ
ゞ
ろ

に
肩
身
か
廣
い
や
う
な
心
地
が
致
し
ま
し
て
實
に
嬉
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
姉
上
樣
方
の
最
も
お
慕
ひ
遊
ば
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
諸
先
生
の
御
機
嫌
を
報
じ
ま

せ
う
。

校
長
先
生

4

4

4

4

は
相
變
ら
ず
御
健
か
に
。
い
と
懇
に
御
敎
鞭
を
お
執
り
下
さ
い
ま
し
て

修
身
や
國
語
を
お
授
け
下
さ
い
ま
す
、
敎
へ
子
は
皆
興
味
あ
り
と
て
喜
ん
で
こ
の

時
間
の
來
る
の
を
待
つ
て
ゐ
ま
す
。

市
川
先
生

4

4

4

4

も
お
變
り
あ
ら
せ
ら
れ
ず
、
御
深
切
に
い
つ
も
ニ
コ
ヤ
カ
に
數
學
、
地

理
、
歷
史
等
を
熱
心
に
お
授
け
下
さ
い
ま
す
。

松
田
先
生

4

4

4

4

も
相
變
ら
ず
お
逹
者
で
い
つ
も
體
操
場
で
は
元
氣
よ
く
、
右
向
け
左
向

け
の
御
聲
勇
ま
し
く
或
時
は
優
美
な
る
ス
ケ
ー
チ
ン
グ
、
ヒ
ー
ル
エ
ン
ド
ト
ー
、

カ
ド
リ
ー
ル
、
タ
ン
ツ
ラ
イ
ン
等
の
遊
戲
規
律
正
し
く
御
敎
授
下
さ
い
ま
す
。

音
樂
室
の
あ
る
じ
君
と
も
申
す
べ
き
は
、
高
橋
先
生

4

4

4

4

で
ご
ざ
い
ま
す
、
オ
ル
ガ
ン

や
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
を
以
つ
て
極
め
て
巧
み
に
高
く
低
く
或
は
強
く
弱
く
高
尙
な
る

唱
歌
優
美
な
る
音
樂
を
熱
心
に
御
敎
授
く
だ
さ
い
ま
す
。

今
子
先
生

4

4

4

4

も
御
同
樣
極
々
御
壯
健
で
相
變
ら
ず
お
優
し
い
御
方
で
ゐ
ら
せ
ら
れ
ま

す
、
い
つ
も
人
々
に
は
女
の
鏡
と
仰
が
れ
、
私
共
を
誘
掖
せ
ら
る
ゝ
こ
と
實
の
子

の
如
く
、
諸
姉
も
御
存
じ
の
通
り
常
に
愛
情
を
こ
め
て
、
針
の
道
ふ
か
く
導
い
て

下
さ
い
ま
す
、
今
年
も
本
科
三
年
を
お
受
持
。

伊
藤
先
生

4

4

4

4

も
御
變
り
あ
ら
せ
ら
れ
ず
、
何
事
に
つ
け
て
も
、
萬
事
お
心
ぞ
へ
下
さ

い
ま
し
て
、
い
と
御
深
切
に
丁
寧
に
お
敎
へ
下
さ
い
ま
す
只
今
は
師
範
科
一
部
を

御
擔
任
で
、
其
か
た
は
ら
日
を
定
め
て
點
茶
を
も
御
指
導
下
さ
い
ま
す
。

吉
田
先
生

4

4

4

4

も
相
變
ら
ず
お
優
し
い
お
顔
で
、
寒
暑
を
も
厭
は
せ
ら
れ
ず
、
よ
く
御

深
切
に
導
い
て
下
さ
い
ま
す
お
受
持
は
本
科
二
年
の
乙
組
で
ご
ざ
い
ま
す
。

河
島
先
生

4

4

4

4

は
丁
度
去
年
の
今
頃
御
病
氣
御
療
養
中
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
早
速
御
全

快
遊
さ
れ
、
大
層
お
丈
夫
に
お
な
り
な
さ
い
ま
し
た
、
本
年
は
本
科
一
學
年
の
乙

組
を
お
受
持
で
ご
ざ
い
ま
す
。

森
井
先
生

4

4

4

4

も
相
變
ら
ず
御
壯
健
で
御
深
切
に
御
敎
授
下
さ
い
ま
す
、
只
今
は
本
科

の
甲
組
の
御
主
任
で
ご
ざ
い
ま
す
。

江
本
先
生

4

4

4

4

も
御
無
事
で
、
每
日
本
科
一
學
年
甲
組
の
か
は
ゆ
ひ
生
徒
を
御
深
切
に

導
い
て
下
さ
い
ま
す
。

小
林
先
生

4

4

4

4

も
御
變
り
な
う
朝
早
く
か
ら
夕
方
お
そ
く
ま
で
熱
心
に
眞
心
こ
め
て
快

活
に
御
敎
授
下
さ
い
ま
す
の
で
皆
々
お
慕
ひ
申
し
て
居
り
ま
す
、
本
年
も
師
範
科

二
部
と
高
等
師
範
科
と
を
御
擔
任
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
校
舎
の
階
上
に
は
橫
倉
先
生

4

4

4

4

が
、
い
つ
も
御
機
嫌
よ
く
實
に
〳
〵
に
御
深

切
に
導
い
て
下
さ
い
ま
す
、
本
年
も
速
成
科
を
お
受
け
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

磯
山
先
生

4

4

4

4

は
本
年
の
夏
頃
御
病
氣
で
、
轉
地
御
療
養
な
す
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
い
ま

し
た
が
、
早
や
御
全
快
遊
し
て
相
變
ら
ず
御
深
切
に
修
身
や
家
政
學
を
御
敎
授
下

さ
い
ま
す
。

志
水
先
生

4

4

4

4

も
不
相
變
御
壯
健
で
學
殖
豐
富
又
と
得
難
い
先
生
と
皆
々
畏
敬
し
先
生

の
御
講
義
を
待
ち
兼
ね
て
居
り
ま
す
、
先
生
は
敎
育
學
を
御
敎
授
下
さ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
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木
村
先
生

4

4

4

4

も
御
勇
健
で
い
つ
も
土
曜
日
に
は
汚
點
拔
法
や
、
色
揚
げ
の
方
法
を
お

敎
へ
下
さ
い
ま
す
。

田
中
先
生

4

4

4

4

も
相
變
ら
ず
御
深
切
に
丁
寧
に
圖
書
を
御
敎
授
下
さ
い
ま
す
。

筧
先
生

4

4

4

も
相
變
ら
ず
御
壯
健
で
熱
心
に
插
花
を
お
敎
授
下
さ
い
ま
す
。

新
し
く
設
け
ら
れ
た
割
烹
室
で
は
、
い
つ
も
國4

欠4

先
生

4

4

が
御
料
理
や
簡
單
な
お
菓

子
の
製
法
を
お
授
け
下
さ
い
ま
す
。

先
づ
右
の
如
く
師
の
君
に
は
皆
々
樣
御
揃
ひ
遊
し
て
御
壯
健
で
ゐ
ら
せ
ら
れ
ま
す

か
ら
幸
に
御
安
心
な
し
下
さ
い
ま
せ
。

造
花
も
追
々
と
進
步
に
進
步
を
重
ね
、
只
今
で
は
實
物
同
樣
に
巧
に
造
ら
れ
ま

す
、
今
秋
は
今
子
先
生
や
伊
藤
先
生
の
御
熱
心
な
る
御
指
導
の
下
に
菊
花
や
、
秋

草
の
大
籠
盛
を
二
度
ま
で　

天
皇
陛
下
に
献
上
の
榮
譽
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
だ
〳
〵
申
し
上
げ
た
い
事
は
數
限
り
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
先
づ
母
校
の
現
狀

と
し
て
其
あ
ら
ま
し
を
、
本
末
の
序
も
な
く
申
し
上
げ
ま
し
た
、
嘸
か
し
拙
文
と

御
笑
ひ
に
な
り
ま
せ
う
が
、
何
卒
姉
妹
の
好
し
み
を
以
て
御
寛
容
下
さ
い
ま
せ
。

終
り
に
臨
ん
で
、
我
が
一
千
名
の
同
胞
を
産
み
た
る
母
校
の
、
尙
ほ
ま
す
〳
〵
隆

盛
な
ら
ん
こ
と
を
祝
し
、
併
せ
て
卒
業
生
諸
姉
の
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。

 

（
糸
菊　

大
正
元
年
発
行　

卒
業
生
諸
姉
へ
）

寄
宿
舎
の
昨
今 

中 

根 

せ 

き 

稿

朝
な
朝
な
の
霜
の
た
め
に
や
、
美
し
か
り
し
紅
葉
も
む
な
し
く
錦
を
き
ざ
み
、
日

に
日
に
寒
く
な
り
ま
し
た
、
折
か
ら
卒
業
せ
る
姉
上
樣
逹
に
は
、
つ
ゝ
が
な
く
ゐ

ら
せ
ら
る
ゝ
事
と
御
祝
ひ
申
上
ま
す
。

昨
今
の
寄
宿
舎
の
有
樣
を
少
し
ば
か
り
、
つ
た
な
き
筆
に
て
御
通
知
申
上
ま
す
、

寄
宿
舎
は
姉
上
樣
逹
の
御
い
そ
し
み
に
な
つ
た
時
分
と
少
し
も
變
り
ま
せ
ん
、

只
々
出
で
入
る
人
の
異
な
る
の
み
で
、
各
室
と
も
名
の
ゆ
か
し
き
が
如
く
、
文
机

正
し
く
整
頓
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
目
下
舎
生
七
十
五
六
名
、
年
々
に
敎
へ
草
が
し

げ
る
の
に
は
御
驚
き
で
せ
う
、
御
承
知
で
せ
う
が
本
年
學
舎
の
方
が
增
築
さ
れ
た

時
、
撫
子
の
間
の
所
が
少
し
變
り
ま
し
て
、
新
ら
し
も
理
髮
室
と
、
病
室
も
二
つ

に
な
り
、
誠
に
便
利
が
よ
く
な
り
ま
し
た
、
狹
い
な
が
ら
、
追
々
設
備
が
出
來
ま

す
か
ら
、
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
、
室
は
各
々
い
つ
も
〳
〵
春
風
が
な
よ
や

か
に
薰
つ
て
居
る
樣
、
校
長
先
生
、
今
子
先
生
を
此
大
き
な
一
家
の
中
心
と
し

て
、
皆
々
樣
の
御
の
こ
し
お
き
下
さ
い
ま
し
た
美
風
を
失
は
ず
、
姉
上
よ
妹
よ

と
、
た
の
し
く
笑
の
う
ち
に
暮
し
て
居
り
ま
す
。

只
今
は
六
時
起
床
の
ベ
ル
が
鳴
る
と
、
た
の
し
き
夢
の
世
界
か
ら
さ
め
て
、
元
氣

よ
く
と
び
起
き
ま
す
、
は
や
東
の
空
の
し
ら
む
頃
、
身
仕
度
を
い
た
し
て
各
々

菊
、
蘭
、
桔
梗
、
藤
、
竹
、
菫
と
わ
け
て
門
外
、
門
内
、
内
庭
、
廊
下
、
理
髮

室
、
各
自
習
室
と
掃
除
を
い
た
し
ま
す
、
新
た
に
建
て
ら
れ
し
敎
室
の
長
い
廊
下

を
、
か
い
〳
〵
し
く
襷
を
か
け
て
立
ち
働
く
、
日
々
に
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
る
此
廊

下
は
鏡
の
樣
…
…
見
る
每
に
う
れ
し
き
心
地
が
い
た
し
ま
す
、
内
庭
の
落
葉
を
掃

く
時
は
、
何
と
な
く
淋
し
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
靜
け
き
町
を
掃
く

時
は
爽
快
な
る
心
地
が
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
日
の
學
業
を
終
へ
て
、
歸
つ
て
か
ら
も
、
皆
樣
餘
念
も
な
く
、
針
の
道
に

御
い
そ
し
み
で
す
、
六
時
半
か
ら
自
習
時
間
が
始
ま
り
八
時
に
終
り
ま
す
、
此
間

は
い
つ
も
變
ら
ぬ
各
室
と
も
靜
ま
り
か
へ
つ
て
、
聞
ゆ
る
も
の
は
折
々
硯
箱
の
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音
、
ペ
ン
先
の
紙
上
を
走
る
位
、
筆
を
運
ん
で
卸
出
の
方
は
、
多
分
故
鄕
へ
の
御

便
り
で
せ
う
、
沛
然
た
る
雨
降
る
夜
な
ど
は
、
一
層
靜
か
に
、
雨
の
音
の
み
や
か

ま
し
く
、
私
逹
に
努
力
を
う
な
が
し
居
る
か
と
疑
は
れ
ま
す
、
自
習
時
間
が
終
へ

る
と
、
待
ち
あ
こ
が
れ
た
る
如
く
、
か
し
こ
に
一
か
た
ま
り
に
集
つ
て
御
話
會
が

演
ぜ
ら
れ
た
り
、
こ
ゝ
の
一
隅
に
は
手
藝
に
御
熱
心
時
折
ど
つ
と
笑
ひ
の
聲
が
、

狹
き
室
内
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

或
は
故
鄕
に
あ
り
し
時
の
失
敗
談
、
滑
稽
談
な
ど
が
か
は
さ
れ
ま
す
、
名
月
の
夜

な
ど
は
緣
先
に
出
で
ゝ
、
と
も
に
故
鄕
を
忍
び
誠
に
兄
弟
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
、
こ
れ

が
そ
も
當
校
の
寄
宿
舎
の
特
色
で
あ
り
ま
せ
う
、
九
時
の
ベ
ル
が
な
り
ま
す
と
、

一
同
廣
い
寢
室
に
集
つ
て
校
長
先
生
へ
御
従
（
マ
マ
）拶
、
其
時
折
に
は
愛
情
こ
も
れ
る

御
言
葉
に
て
、
御
注
意
下
さ
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
、
斯
く
し
て
よ
き
方
へ
よ
き
方

へ
と
進
む
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
各
々
た
の
し
く
床
を
の
べ
て
寢
に
つ
き
ま
し
た
、

後
は
只
々
音
す
る
は
折
々
聞
ゆ
る
工
場
の
汽
笛
の
聲
か
す
か
に
、
や
さ
し
き
友
の

い
び
き
も
身
に
し
む
ば
か
り
、
あ
の
最
も
愉
快
な
茶
話
會
は
昨
今
都
合
上
ご
ざ
い

ま
せ
ん
、
日
曜
の
夜
は
御
菓
子
が
分
配
せ
ら
れ
て
、
心
安
氣
に
一
夜
を
す
ご
し
ま

す
、
去
年
に
變
ら
で
每
週
、
花
は
月
曜
日
の
放
課
後
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
い
つ
も

室
に
は
ゆ
か
し
き
花
の
香
が
み
ち
わ
た
つ
て
ゐ
ま
す
、
點
茶
も
每
週
ご
ざ
い
ま

す
、
今
は
本
科
二
年
の
敎
室
で
親
切
に
、
今
日
此
頃
の
寒
き
夜
な
ど
で
も
時
の
移

る
の
も
御
忘
れ
な
さ
れ
、
熱
心
に
御
敎
授
下
さ
い
ま
す
、
又
琴
や
バ
イ
オ
リ
ン
を

御
習
ひ
な
さ
る
御
方
も
あ
る
の
で
、
折
々
奏
せ
ら
れ
、
さ
な
が
ら
御
代
の
太
平
を

奏
す
る
が
如
く
一
室
皆
き
ゝ
と
れ
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。

舎
生
は
か
く
し
て
、
う
れ
し
く
古
い
御
方
は
よ
き
御
模
範
を
御
示
し
下
さ
れ
、
此

善
良
な
る
家
族
的
舎
風
を
、
ま
す
〳
〵
發
揮
せ
よ
う
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
幸
ひ
姉

上
樣
逹
御
心
安
く
御
思
召
し
下
さ
い
、
ど
う
ぞ
甞
て
此
舎
に
喜
怒
哀
樂
を
と
も
に

さ
れ
し
諸
姉
上
母
校
の
事
は
永
遠
に
御
忘
れ
な
く
、
御
出
名
の
折
に
は
か
な
ら
ず

御
立
寄
り
下
さ
れ
、
け
つ
し
て
他
に
御
宿
泊
な
ど
な
さ
ら
ぬ
樣
あ
れ
、
校
庭
の
紅

葉
も
名
殘
を
と
ゞ
め
て
待
つ
て
居
ま
す
。 
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付
記
１　

一
か
ら
三
は
大
森
隆
子
が
、
四
の
資
料
の
検
証
、
抜
粋
は
椙
山
美
恵
子
が
行
っ
た
。

付
記
２  　

本
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
の
中
村
太
貴
生
先
生
（
元
椙
山
女
学
園
大
学
附
属
小
学

校
長
）
に
は
今
子
夫
人
の
縁
者
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

■
注

（
1
）  

椙
山
歴
史
文
化
館
：
館
内
資
料
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
椙
山
正
弌
略
歴
」

（
2
）  

椙
山
歴
史
文
化
館
：
『
椙
山
歴
史
文
化
館
ガ
イ
ド
』

（
3
）  

椙
山
女
学
園
「
私
学
人
椙
山
正
弌
」
刊
行
会
代
表
：
椙
山
正
弘
『
私
学
人
椙
山
正
弌
』

講
談
社
、
昭
和
五
十
年
。

（
4
）  

同
右
、
五
二

－

五
三
頁
。

（
5
）  

西
脇
明
美
「
岐
阜
県
に
お
け
る
女
子
中
等
教
育
事
情
の
一
考
察
」『
学
び
舎
│
教
職
課

程
研
究
│
』
第
九
号
、
愛
知
淑
徳
大
学
教
育
学
会
、
八
四

－

八
八
頁
、
二
〇
一
三
年
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
女
学
校
の
開
設
、
椙
山
今
子
、
糸
菊

K
ey  w

ords 

： Establishm
ent of a w

om
en ’s school, Im

ako SU
G
IYAM

A , ITO
G
IKU
 

(Journal of Sugiyam
a Jogakuen )

＊　

椙
山
女
学
園
大
学
教
育
学
部
／
椙
山
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
、
校
長

＊
＊　

椙
山
歴
史
文
化
館
、
館
長
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